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詩
で
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む
傳
奇
（
楊
）

は
じ
め
に

　

中
國
演
劇
史
上
屈
指
の
名
作
『
西
廂
記
』
は
、
江
戶
時
代
に
日
本

に
傳
わ
り
、
遠
山
荷
塘
（
一
七
九
五
〜
一
八
三
一
）
と
い
う
人
物
に
よ

る
『
諺
解
校
注
古
本
西
廂
記
』（
慶
應
義
塾
大
學
附
属
硏
究
所
斯
道
文
庫

藏
）
お
よ
び
『
校
注
西
廂
記
』（
國
立
國
會
圖
書
館
藏
）
の
二
つ
の
寫

本
が
編
纂
さ
れ
、
中
國
の
演
劇
作
品
の
中
で
と
り
わ
け
讀
ま
れ
て
い

た
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の
諸
先
學
の
硏
究
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
て
き
た
。

遠
山
荷
塘
に
よ
る
二
つ
の
寫
本
を
通
じ
て
、『
西
廂
記
』
の
異
な
る

讀
書
形
式
に
お
け
る
金
聖
歎
『
貫
華
堂
第
六
才
子
書
西
廂
記
』
の
扱

い
方
の
相
違
、
お
よ
び
そ
こ
に
見
ら
れ
る
從
來
の
敎
養
目
的
と
必
ず

し
も
一
致
し
な
い
讀
書
行
爲
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
當

時
の
文
人
た
ち
が
殘
し
た
資
料
か
ら
見
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
西
廂
故
事
、

つ
ま
り
張
生
と
崔
鶯
鶯
の
戀
物
語
は
江
戶
時
代
で
は
そ
れ
な
り
に
知

名
度
が
あ
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、『
西
廂
記
』
の
中
國
刊
本
が
日
本
に
多
數
傳
わ

っ
た
に
も
關
わ
ら
ず
、
江
戶
時
代
で
は
そ
の
和
刻
本
の
刊
行
、
少
な

く
と
も
刊
行
さ
れ
た
和
刻
本
の
存
在
は
現
段
階
で
は
確
認
で
き
な
い
。

無
論
、
西
廂
故
事
が
日
本
で
廣
ま
っ
た
主
な
要
因
は
、
中
國
で
刊
行

さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
唐
本
が
輸
入
さ
れ
て
人
々
に
讀
ま
れ
た
と
い
う
と

こ
ろ
に
あ
ろ
う
が
、『
水
滸
傳
』
の
よ
う
な
白
話
小
說
が
唐
本
の
輸

入
と
同
時
に
和
刻
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
西
廂
故
事
の
日
本
で

の
普
及
に
ど
う
し
て
も
違
和
感
を
覺
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
注

意
す
べ
き
な
の
は
、『
西
廂
記
』
の
本
文
で
は
な
く
、
そ
の
故
事
を

傳
え
る
七
言
律
詩
集
『
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
集
』（
正
德
三
年
〈
一
七
一

三
〉
浪
速
書
林
醉
墨
齋
刊
本
。
以
下
『
珠
玉
詩
集
』）
と
い
う
和
刻
本
の

存
在
で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
詩
集
の
存
在
に
よ
っ
て
、
傳
奇
と
し

①

②

詩
で
讀
む
傳
奇

─
─
和
刻
本
『
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
集
』
と
江
戶
時
代
に
お
け
る

西
廂
故
事
の
傳
わ
り
方
の
可
能
性
─
─楊　
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て
の
西
廂
故
事
の
江
戶
時
代
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
流
傳
形
態
が
示

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
本
稿
を
通
じ
て
少
し
く
檢
討

し
て
み
た
い
。

　

『
珠
玉
詩
集
』
は
今
日
で
は
『
西
廂
記
』
ほ
ど
廣
く
知
ら
れ
て
い

な
い
と
は
い
え
、
中
國
と
日
本
で
は
す
で
に
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
專
門
的
に
論
じ
る
も
の
と
し
て
、
李
慶
「
論
張
楷

『
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
』：
兼
談
中
國
文
學
硏
究
的
若
干
問
題
」
お
よ

び
竹
村
則
行
「
弘
治
本
『
西
廂
記
』
に
付
載
す
る
明
・
張
楷
『
蒲
東

崔
張
珠
玉
詩
集
』
に
つ
い
て
」
が
擧
げ
ら
れ
る
。『
珠
玉
詩
集
』
は

從
來
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
資
料
で
あ
る
た
め
、
兩
氏

の
硏
究
は
主
に
基
礎
的
な
書
誌
情
報
の
整
理
に
重
點
が
傾
け
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
和
刻
本
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
な
お
檢
討
す
る
餘
地
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
兩
氏
の
先
行
硏
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、

『
珠
玉
詩
集
』
の
基
本
情
報
に
つ
い
て
い
ま
一
度
確
認
し
て
お
い
て

か
ら
、
そ
れ
が
和
刻
さ
れ
た
意
味
を
考
察
し
た
い
。

一　
『
珠
玉
詩
集
』
の
語
り
方

　

現
存
最
古
の
『
珠
玉
詩
集
』
は
明
の
弘
治
年
間
に
刊
行
さ
れ
た

『
新
刊
大
字
魁
本
全
相
參
增
奇
妙
注
釋
西
廂
記
』（
明
弘
治
十
一
年

〈
一
四
九
八
〉
金
臺
岳
家
刊
本
。
い
わ
ゆ
る
「
弘
治
本
」）
の
『
西
廂
記
』

本
文
の
前
に
『
蒲
東
崔
張
海
翁
詩
集
』・『
吟
詠
風
月
始
終
詩
』
と
と

も
に
付
載
さ
れ
る
一
連
の
周
緣
的
な
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
簡
單
な

詩
題
を
伴
う
一
四
一
首
の
七
言
律
詩
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
著
者
名

は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
の
ち
の
『
重
刻
元
本
題
評
音
釋
西
廂
記
』

（
明
萬
曆
二
十
年
〈
一
五
九
二
〉
熊
氏
忠
正
堂
刊
本
。
い
わ
ゆ
る
「
熊
龍
峰

本
」）、『
重
校
北
西
廂
記
』（
明
萬
曆
二
十
六
年
〈
一
五
九
八
〉
繼
志
齋
刊

本
。
い
わ
ゆ
る
「
繼
志
齋
本
」）、『
鼎
鐫
陳
眉
公
先
生
批
評
西
廂
記
』

（
明
萬
曆
四
十
六
年
〈
一
六
一
八
〉
師
儉
堂
刊
本
。
い
わ
ゆ
る
「
陳
眉
公

本
」）
な
ど
主
に
萬
曆
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
『
西
廂
記
』
テ
キ
ス
ト

に
も
收
錄
さ
れ
る
。
陳
眉
公
本
よ
り
後
の
『
西
廂
記
』
テ
キ
ス
ト
で

は
『
珠
玉
詩
集
』
は
收
載
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
先
述
の
和

刻
本
は
現
在
知
ら
れ
る
唯
一
の
單
行
本
で
あ
る
。
繼
志
齋
本
以
下
の

テ
キ
ス
ト
で
は
著
者
名
を
張
楷
（
一
三
九
九
〜
一
四
六
〇
）
と
記
す
。

こ
の
張
楷
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
の
ち
の
第
三
節
で
も
う
少
し
詳

し
く
述
べ
る
。
な
お
、
熊
龍
峰
本
と
和
刻
本
は
一
四
〇
首
に
な
っ
て

お
り
、
他
本
と
比
べ
て
一
首
脫
落
し
て
い
る
。
各
版
本
の
間
に
は
詩

③

④

⑤
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題
も
詩
の
本
文
も
細
や
か
な
字
句
の
異
同
が
少
し
見
ら
れ
る
。
そ
の

詩
題
が
詩
の
性
格
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
以
下
、

煩
を
厭
わ
ず
、
和
刻
本
を
基
準
に
、
詩
題
を
番
號
付
け
し
て
列
擧
す

る
。

1
夫
人
自
述
懷　
　
　

2
夫
人
借
房
寄
柩

3
僧
允
答
寄
柩　
　
　

4
夫
人
訓
鶯
鶯

5
夫
人
囑
鶯
鶯　
　
　

6
夫
人
訓
歡
郎

7
夫
人
訓
紅
娘　
　
　

8
夫
人
再
囑
鶯
鶯

9
張
生
至
蒲
東　
　
　

10
生
遊
普
救
寺

11
法
聰
見
張
生　
　
　

12
張
生
答
法
聰

13
法
本
見
張
生　
　
　

14
張
生
答
法
本

15
張
生
求
僧
舍　
　
　

16
師
允
答
張
生

17
鶯
鶯
潛
遊
寺　
　
　

18
張
生
見
鶯
鶯

19
鶯
鶯
見
張
生　
　
　

20
張
生
憶
鶯
鶯

21
鶯
鶯
想
張
生　
　
　

22
張
生
問
法
本

23
法
本
答
張
生　
　
　

24
紅
娘
問
修
齋

25
師
答
允
紅
娘　
　
　

26
張
生
見
紅
娘

27
張
生
問
法
本　
　
　

28
法
本
答
張
生

29
張
生
扣
紅
娘　
　
　

30
紅
娘
答
張
生

31
張
生
告
紅
娘　
　
　

32
紅
娘
詰
張
生

33
紅
娘
告
鶯
鶯　
　
　

34
鶯
鶯
答
紅
娘

35
鶯
鶯
自
嘆
懷　
　
　

36
生
步
月
吟
詩

37
鶯
鶯
和
生
吟　
　
　

38
鶯
鶯
和
罷
歸

39
夫
人
修
齋
事　
　
　

40
張
生
求
附
薦

41
生
拜
見
夫
人　
　
　

42
生
再
見
鶯
鶯

43
鶯
鶯
哭
靈
前　
　
　

44
軍
圍
普
救
寺

45
夫
人
請
生
解
圍　
　

46
生
允
答
夫
人

47
生
奉
白
馬
將
軍
書　

48
鶯
喜
生
解
圍

49
白
馬
將
軍
退
兵　
　

50
老
夫
人
背
盟

51
鶯
鶯
勸
生
酒　
　
　

52
張
生
怨
夫
人

53
生
悶
回
書
舍　
　
　

54
張
生
告
紅
娘

55
紅
獻
策
與
生　
　
　

56
張
生
祝
琴
云

57
鶯
鶯
燒
夜
香　
　
　

58
鶯
鶯
聞
操
琴

59
鶯
回
寢
暗
想　
　
　

60
鶯
鶯
染
病
云

61
紅
令
生
寫
簡　
　
　

62
生
央
紅
遞
簡
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63
紅
替
生
遞
簡　
　
　

64
鶯
怒
詰
紅
娘

65
鶯
書
簡
尾
遺
生　
　

66
張
生
喜
赴
約

67
鶯
鶯
變
了
掛　
　
　

68
鶯
怒
詰
張
生

69
生
被
鶯
責
羞　
　
　

70
生
羞
出
洞
房

71
生
回
舍
納
悶　
　
　

72
僧
見
生
懸
梁

73
夫
人
問
生
病　
　
　

74
張
生
答
夫
人

75
鶯
鶯
問
生
病　
　
　

76
鶯
鶯
寫
藥
方

77
鶯
鶯
寄
藥
方　
　
　

78
鶯
央
紅
遞
簡

79
紅
與
鶯
遞
簡　
　
　

80
生
喜
得
鶯
書

81
紅
攜
衾
枕
入
生
舍　

82
鶯
鶯
喜
赴
約

83
鶯
暗
出
蘭
房　
　
　

84
鶯
鶯
到
書
舍

85
生
與
鶯
解
衣　
　
　

86
鶯
生
雲
雨
會

87
鶯
生
雲
雨
初
歇　
　

88
張
生
偸
覷
帕

89
鶯
鶯
睡
初
起　
　
　

90
紅
促
鶯
鶯
歸

91
紅
扶
鶯
鶯
歸　
　
　

92
生
送
鶯
鶯
回

93
張
生
別
鶯
鶯　
　
　

94
鶯
喜
趣
約
歸

95
鶯
鶯
變
豐
姿　
　
　

96
夫
人
覷
鶯
鶯

97
夫
人
詰
紅
娘　
　
　

98
紅
言
鶯
鶯
喚

99
紅
娘
答
夫
人　
　
　

100
紅
詰
老
夫
人

101
紅
勸
老
夫
人　
　
　

102
老
夫
人
自
嘆

103
紅
喚
生
成
親　
　
　

104
紅
請
鶯
成
親

105
鶯
羞
慙
不
行　
　
　

106
鶯
鶯
見
夫
人

107
張
生
趣
喜
筵　
　
　

108
鶯
生
重
歡
會

109
生
奉
夫
人
金　
　
　

110
紅
娘
怨
鶯
生

111
張
生
謝
紅
娘　
　
　

112
張
生
赴
科
場

113
夫
人
送
張
生　
　
　

114
生
拜
別
夫
人

115
鶯
鶯
送
張
生　
　
　

116
張
生
別
鶯
鶯

117
鶯
送
生
獨
歸　
　
　

118
張
生
出
蒲
東

119
生
投
宿
旅
店　
　
　

120
張
生
夢
鶯
鶯

121
張
生
到
長
安　
　
　

122
張
生
入
科
場

123
鶯
鶯
憶
張
生　
　
　

124
生
寄
鶯
鶯
書

125
鶯
得
張
生
書　
　
　

126
張
生
病
長
安

127
鶯
寄
衣
奉
生　
　
　

128
生
喜
得
鶯
書

129
鄭
恆
求
配
親　
　
　

130
夫
人
答
鄭
恆

131
鄭
恆
謗
張
生　
　
　

132
張
生
衣
錦
歸

133
張
生
拜
夫
人　
　
　

134
夫
人
詰
張
生
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135
張
生
答
夫
人　
　
　

136
鶯
出
見
張
生

137
太
守
謁
夫
人　
　
　

138
太
守
詰
鄭
恆

139
鶯
生
敘
舊
情　
　
　

140
生
鶯
赴
任
所

　

『
西
廂
記
』
の
物
語
を
知
っ
て
い
る
人
間
な
ら
、
こ
れ
ら
の
詩
題

を
見
た
だ
け
で
も
、『
珠
玉
詩
集
』
が
『
西
廂
記
』
の
物
語
に
對
應

し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
ど
の
詩
が
物
語
の
ど
の
部
分
を
詠
ん
で
い

る
か
と
い
う
こ
と
も
あ
る
程
度
見
當
が
つ
く
だ
ろ
う
。
元
々
曲
と
臺

詞
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
演
劇
文
學
の
『
西
廂
記
』
を
、『
珠
玉
詩

集
』
は
よ
り
傳
統
的
な
七
言
律
詩
の
形
式
に
置
き
換
え
て
表
現
し
た
。

ま
た
、
形
式
が
近
い
も
の
と
し
て
、
同
じ
く
弘
治
本
に
收
め
ら
れ
る

『
蒲
東
崔
張
海
翁
詩
集
』
六
十
六
首
や
『
吟
詠
風
月
始
終
詩
』
四
十

六
首
が
あ
る
が
、『
珠
玉
詩
集
』
は
そ
れ
ら
よ
り
詩
の
數
が
は
る
か

に
多
く
、
同
種
の
詩
集
と
し
て
よ
り
『
西
廂
記
』
の
物
語
の
進
行
に

密
著
し
て
作
ら
れ
た
と
い
え
る
。
詩
と
物
語
の
對
應
關
係
は
す
で
に

前
掲
李
慶
氏
の
論
文
に
よ
っ
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は

主
に
そ
の
語
り
方
の
特
徴
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
議
論
を
加
え
た
い
。

　

ま
ず
、
詩
題
に
よ
く
現
れ
る
「
問
」・「
訓
」・「
詰
」・「
答
」
な
ど

の
文
字
が
表
す
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
詩
は
す
べ
て
一
人
稱
の
視
點
で

詠
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
西
廂
記
』
原
作
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

セ
リ
フ
や
曲
を
生
か
し
て
、
そ
れ
ら
を
七
言
律
詩
に
置
き
換
え
て
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
口
を
借
り
て
詠
わ
せ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

以
下
、
一
例
と
し
て
、
現
在
で
も
折
子
戲
の
名
場
面
と
し
て
よ
く
上

演
さ
れ
る
「
長
亭
送
別
」
の
一
部
に
當
た
る
第
一
一
六
首
「
鶯
鶯
送

張
生
」・
第
一
一
七
首
「
張
生
別
鶯
鶯
」・
第
一
一
八
首
「
鶯
送
生
獨

歸
」
と
『
西
廂
記
』
の
本
文
を
見
比
べ
て
み
た
い
。
ま
ず
詩
を
擧
げ

る
。

116
鶯
鶯
送
張
生
（
筆
者
注
：
鶯
鶯
の
視
點
）

　

新
婚
燕
爾
效
于
飛
、
無
奈
功
名
遽
遠
離
。
意
未
舉
杯
斟
別
酒
、

手
先
執
袂
問
歸
期
。
荒
村
雨
露
宜
眠
早
、
野
店
風
霜
要
起
遲
。

囑
罷
不
禁
分
手
處
、
幾
回
腸
斷
淚
交
頤
。

　

（
新
婚
の
ま
さ
に
と
も
に
暮
ら
さ
ん
と
す
る
ば
か
り
の
折
、
な
ん

と
彼
は
功
名
を
求
め
て
に
わ
か
に
遠
く
離
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
。

盃
を
擧
げ
て
別
れ
の
酒
を
注
ご
う
と
す
る
前
に
、
そ
の
手
は
彼
の
袖
を

摑
ん
で
い
つ
歸
る
の
か
と
問
い
た
だ
す
。
荒
涼
た
る
村
は
雨
や
露
が
降

⑥
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り
敷
く
時
は
早
く
寝
た
ほ
う
が
よ
ろ
し
く
、
野
宿
は
風
や
霜
に
襲
わ
れ

れ
ば
朝
は
遲
く
起
き
て
く
だ
さ
い
。
言
い
聞
か
せ
終
わ
っ
た
ら
氣
づ
け

ば
す
で
に
別
れ
る
頃
、
斷
腸
の
思
い
は
幾
度
も
繰
り
返
し
、
淚
が
首
い

っ
ぱ
い
流
れ
落
ち
る
。）

117
張
生
別
鶯
鶯
（
筆
者
注
：
張
生
の
視
點
）

　

臨
行
攜
手
遽
分
離
、
又
把
離
情
兩
地
關
。
寒
暑
遇
時
宜
保
護
、

晨
昏
讀
罷
任
幽
閒
。
靑
鸞
音
信
頻
須
寄
、
金
榜
無
名
誓
不
還
。

自
是
丈
夫
非
乏
淚
、
此
行
不
灑
別
離
間
。

　

（
出
立
す
る
前
に
手
を
携
え
た
と
い
っ
て
も
ま
た
す
ぐ
に
別
れ
る

こ
と
に
な
り
、
離
れ
ば
な
れ
に
別
れ
の
情
を
互
い
に
思
う
。
寒
い
時
で

も
暑
い
時
で
も
ち
ゃ
ん
と
自
愛
し
て
、
朝
晚
は
勉
強
が
終
わ
っ
た
ら
心

を
休
ま
せ
る
。
頻
繁
に
靑
い
鳥
に
便
り
を
届
け
て
も
ら
い
、
及
第
す
る

ま
で
は
決
し
て
歸
る
ま
い
と
誓
う
。
立
派
な
男
は
淚
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
が
、
こ
の
度
の
離
別
に
は
淚
を
こ
ぼ
す
ま
い
。）

118
鶯
送
生
獨
歸
（
筆
者
注
：
鶯
鶯
の
視
點
）

　

長
亭
送
罷
遠
行
人
、
日
暮
歸
來
欲
斷
魂
。
寂
寂
瑣
窗
凝
睡
思
、

重
重
羅
袖
濕
啼
痕
。
朱
簾
過
雨
心
慵
捲
、
翠
被
生
寒
意
懶
溫
。

此
夜
如
何
春
獨
坐
、
幾
回
搔
首
怕
黃
昏
。

　

（
長
亭
に
て
遠
く
赴
く
人
を
見
送
り
、
夕
暮
れ
頃
に
歸
っ
て
き
た

ら
魂
が
抜
け
た
よ
う
な
氣
分
。
ひ
っ
そ
り
と
し
た
窓
べ
は
眠
り
を
誘
い
、

淚
が
幾
重
も
あ
る
薄
絹
の
袖
を
濡
ら
し
て
し
ま
う
。
朱
色
の
簾
の
外
は

雨
が
降
り
、
簾
を
捲
き
上
げ
る
の
も
も
の
う
く
、
綠
色
の
布
團
は
寒
氣

が
こ
も
り
、
そ
れ
を
温
め
る
氣
に
も
な
れ
ぬ
。
今
夜
は
ど
う
や
っ
て
春

の
時
の
よ
う
に
一
人
で
い
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
何
度
も
頭
を
搔
い

て
黄
昏
の
時
が
來
る
の
を
恐
れ
る
。）

次
に
『
西
廂
記
』
の
本
文
を
擧
げ
る
。

張
生
、
此
一
行
得
官
不
得
官
、
疾
便
回
來
。（
末
云
）
小
生
這

一
去
、
白
奪
一
個
狀
元
。
正
是
、
靑
霄
有
路
終
須
到
、
金
榜
無

名
誓
不
歸
。（
中
略
）〔
旦
唱
〕

（
張
樣
、
今
回
の
旅
で
す
が
、
官
職
が
手
に
入
る
か
ど
う
か
關
係
な
く
、

早
く
歸
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。〔
末
が
い
う
〕
私
は
今
回
行
っ
た
ら
、

や
す
や
す
と
狀
元
を
と
っ
て
み
せ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
靑
い
空
に
道
が
あ

⑦
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詩
で
讀
む
傳
奇
（
楊
）

れ
ば
き
っ
と
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
、
合
格
發
表
に
名
前
が
な
け
れ
ば

決
し
て
歸
ら
な
い
と
誓
う
、
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
。〈
中
略
〉〔
旦
が
歌

う
〕）

【
耍
孩
兒
】
淋
漓
襟
袖
啼
紅
淚
、
比
司
馬
靑
衫
更
濕
。
伯
勞
東

去
燕
西
飛
、
未
登
程
先
問
歸
期
。
雖
然
眼
底
人
千
里
、
且
近
生

前
酒
一
杯
。
未
飲
心
先
醉
、
眼
中
流
血
、
心
裏
成
灰
。

（
淚
は
襟
に
も
袖
に
も
こ
ぼ
れ
落
ち
、
江
州
司
馬
の
靑
い
服
よ
り
も
濡

れ
そ
ぼ
つ
。
モ
ズ
が
東
に
去
っ
て
ツ
バ
メ
が
西
に
飛
ん
で
い
き
、
ま
だ

出
發
す
る
前
に
歸
る
時
期
を
問
い
た
だ
す
。
今
は
目
の
前
に
い
て
も
こ

れ
か
ら
は
千
里
の
彼
方
に
赴
き
、
生
き
別
れ
る
前
の
酒
を
一
杯
飲
み
干

そ
う
。
飲
む
前
か
ら
心
は
す
で
に
醉
い
、
目
に
血
の
淚
が
に
じ
み
出
て
、

心
は
燃
え
盡
く
し
た
灰
燼
の
よ
う
だ
。）

【
五
煞
】
到
京
師
服
水
土
、
趁
程
途
節
飲
食
、
順
時
自
保
揣
身

體
。
荒
村
雨
露
宜
眠
早
、
野
店
風
霜
要
起
遲
。
鞍
馬
秋
風
裏
、

最
難
調
護
、
最
要
扶
持
。

（
都
に
著
い
た
ら
ど
う
か
氣
候
に
馴
染
む
よ
う
に
、
道
を
急
ぐ
時
は
ど

う
か
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、
時
節
に
從
っ
て
ど
う
か
體
を
大
切
に
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
荒
涼
た
る
村
は
雨
や
露
が
降
り
敷
く
時
は

早
く
寢
た
ほ
う
が
よ
ろ
し
く
、
野
宿
は
風
や
霜
に
襲
わ
れ
れ
ば
朝
は
遲

く
起
き
て
く
だ
さ
い
。
秋
風
が
吹
く
中
で
馬
に
乘
っ
て
旅
す
る
の
は
、

も
っ
と
も
養
生
が
難
し
く
、
も
っ
と
も
助
け
が
必
要
で
あ
る
。）

（
中
略
）

【
三
煞
】
笑
吟
吟
一
處
來
、
哭
啼
啼
獨
自
歸
。
歸
家
若
到
羅
幃

裏
、
昨
宵
個
繡
衾
香
暖
留
春
住
、
今
夜
個
翠
被
生
寒
有
夢
知
。

留
戀
你
別
無
意
、
見
據
鞍
上
馬
、
閣
不
住
淚
眼
愁
眉
。

（
笑
い
な
が
ら
同
じ
と
こ
ろ
か
ら
連
れ
立
っ
て
來
た
の
に
、
歸
り
は
泣

き
な
が
ら
一
人
ぼ
っ
ち
。
家
に
歸
っ
て
薄
絹
の
と
ば
り
に
入
っ
た
ら
、

昨
日
は
刺
繍
の
布
團
が
暖
か
く
て
ま
る
で
春
の
氣
配
だ
っ
た
の
に
、
今

夜
は
綠
の
布
團
が
冷
え
切
っ
て
夢
の
中
で
會
う
し
か
な
い
。
も
う
あ
な

た
を
思
う
以
外
は
何
も
考
え
ら
れ
ず
、
あ
な
た
が
鞍
を
跨
い
で
馬
に
登

る
の
を
見
た
ら
、
と
う
と
う
我
慢
で
き
ず
に
淚
が
溢
れ
出
て
愁
い
で
眉

も
曇
る
。）

こ
の
折
で
は
歌
い
手
が
旦
つ
ま
り
鶯
鶯
で
あ
り
、
張
生
は
セ
リ
フ
の

み
で
あ
る
が
、『
珠
玉
詩
集
』
で
は
ス
ト
ー
リ
ー
を
對
話
の
形
式
で

繋
ぐ
た
め
に
張
生
も
鶯
鶯
も
二
人
と
も
詩
を
詠
う
設
定
に
し
て
い
る
。

⑧
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鶯
鶯
が
張
生
を
見
送
る
時
に
詠
っ
た
一
連
の
曲
を
「
鶯
鶯
送
張
生
」

と
「
鶯
送
生
獨
歸
」
と
の
二
首
の
詩
に
、
さ
ら
に
張
生
の
セ
リ
フ
も

「
張
生
別
鶯
鶯
」
と
い
う
詩
に
置
き
換
え
ら
れ
、
全
體
的
に
コ
ン
パ

ク
ト
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
七
言
律
詩
と
い
う
形
式
の
制
約

上
、【
耍
孩
兒
】
と
【
五
煞
】
に
見
ら
れ
る
鶯
鶯
の
情
の
深
さ
と
繰

り
返
し
て
何
度
も
言
い
含
め
る
樣
子
が
非
常
に
あ
っ
さ
り
と
し
た
描

寫
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
方
、
張
生
の
簡
潔
で
わ
か
り
や
す
い
セ

リ
フ
も
無
理
や
り
詩
に
置
き
換
え
ら
れ
、
ど
う
し
て
も
冗
長
感
を
免

れ
な
い
。
ま
た
、
傍
線
部
で
示
す
よ
う
に
、『
西
廂
記
』
の
言
葉
を

そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
部
分
も
間
々
見
ら
れ
、
表
現
と
し
て
獨
創
性
に

缺
け
る
點
も
認
め
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
七
言
律
詩
と
い
う
形
式
上

の
制
限
自
體
も
、
從
來
か
ら
存
在
し
て
い
た
作
詩
ゲ
ー
ム
の
延
長
線

上
に
あ
る
よ
う
な
も
の
で
、
眞
面
目
な
創
作
と
い
う
よ
り
、
文
人
の

遊
戲
的
な
行
爲
に
近
い
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
表
現
に
お
け
る
自
由
度

が
演
劇
に
劣
る
の
も
仕
方
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

二　
『
珠
玉
詩
集
』
に
お
け
る
取
捨
選
擇

　

い
ま
一
つ
『
珠
玉
詩
集
』
に
見
ら
れ
る
大
き
な
特
徴
は
、
そ
れ
が

『
西
廂
記
』
原
作
の
折
ご
と
に
沿
っ
て
詩
の
數
を
均
等
に
配
分
す
る

の
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
取
捨
選
擇
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
と
こ

ろ
に
あ
る
。
も
し
五
本
か
ら
な
る
『
西
廂
記
』
を
一
四
一
首
の
詩
で

均
等
に
分
け
る
な
ら
、
單
純
計
算
す
る
と
、
一
本
あ
た
り
二
八
首
前

後
と
い
う
具
合
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
實
際
の
『
珠
玉
詩
集
』
は
第

一
本
と
第
四
本
の
內
容
を
詠
む
詩
の
占
め
る
割
合
が
突
出
し
て
大
き

く
、
そ
れ
ぞ
れ
四
十
三
首
（
第
一
首
〜
第
四
三
首
）
と
四
十
四
首
（
第

七
八
首
〜
第
一
二
一
首
）
で
、
特
に
冒
頭
部
分
第
四
首
「
夫
人
訓
鶯

鶯
」
か
ら
第
八
首
「
夫
人
特
囑
鶯
鶯
」
ま
で
の
老
夫
人
が
鶯
鶯
た
ち

を
戒
め
る
內
容
の
詩
は
原
作
に
見
ら
れ
な
い
內
容
で
あ
り
、
ま
た
、

第
四
本
第
一
折
の
張
生
と
鶯
鶯
が
一
晚
を
共
に
過
ご
す
描
寫
を
第
七

十
八
首
「
鶯
央
紅
遞
簡
」
か
ら
第
九
十
四
首
「
鶯
喜
赴
約
歸
」
ま
で

十
七
首
に
も
及
ぶ
詩
で
煩
を
厭
わ
ず
細
か
く
詠
ん
で
い
る
點
も
特
筆

す
べ
き
で
あ
る
。
逆
に
原
作
の
第
二
本
で
は
、
か
な
り
の
紙
幅
を
費

や
し
て
描
か
れ
た
孫
飛
虎
が
普
救
寺
を
包
圍
し
た
危
機
的
な
狀
況
と

そ
の
圓
満
な
解
決
は
、
第
四
十
四
首
「
軍
圍
普
救
寺
」
か
ら
第
四
十

九
首
「
白
馬
將
軍
退
兵
」
ま
で
わ
ず
か
六
首
の
詩
で
そ
っ
け
な
く
述

べ
た
だ
け
で
あ
る
。
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で
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む
傳
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（
楊
）

　

こ
こ
で
は
、
原
作
に
は
な
い
內
容
が
增
や
さ
れ
た
例
と
し
て
、

『
珠
玉
詩
集
』
巻
頭
の
老
夫
人
が
詠
う
一
連
の
詩
と
そ
れ
に
對
應
す

る
『
西
廂
記
』
の
本
文
を
擧
げ
て
み
た
い
。

1　

夫
人
自
述
懷

　

先
夫
不
幸
喪
神
京
、
欲
返
鄕
關
路
萬
程
。
竹
帛
有
功
傳
盛
世
、

干
戈
無
地
卜
佳
城
。
行
祠
暫
且
居
蕭
寺
、
旅
櫬
終
期
葬
博
陵
。

子
母
孤
孀
寥
寂
甚
、
暮
春
天
氣
倍
傷
情
。

　

（
亡
き
夫
は
不
幸
に
し
て
都
で
亡
く
な
り
、
鄕
里
に
歸
り
た
く
て

も
道
の
り
は
長
い
。
歷
史
に
殘
る
功
績
が
世
に
傳
わ
っ
て
も
、
兵
亂
の

せ
い
で
良
き
墓
所
す
ら
見
當
た
ら
な
い
。
棺
を
し
ば
ら
く
お
寺
に
置
い

て
は
い
る
が
、
や
は
り
博
陵
に
葬
る
こ
と
が
本
望
。
親
一
人
子
一
人
で

大
變
心
細
く
、
こ
の
晚
春
の
天
候
も
加
わ
っ
て
悲
し
さ
が
增
す
ば
か

り
。）

2　

夫
人
借
房
寄
柩

　

夫
主
神
京
近
日
亡
、
欲
歸
迢
遞
怯
孤
孀
。
遠
攜
幼
子
來
中
道
、

特
駕
靈
輀
到
上
方
。
不
假
祇
園
終
卜
葬
、
爲
求
閒
廡
暫
停
喪
。

老
禪
倘
肯
欣
然
諾
、
重
荷
深
恩
詎
敢
忘
。

　

（
夫
が
先
日
都
で
亡
く
な
り
、
歸
鄕
し
よ
う
と
長
い
道
の
り
を
親

一
人
子
一
人
で
心
細
い
。
遠
く
幼
い
子
供
を
連
れ
て
道
半
ば
、
わ
ざ
わ

ざ
棺
と
と
も
に
お
寺
ま
で
お
邪
魔
し
て
き
た
。
お
寺
で
葬
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
た
だ
空
い
て
い
る
お
堂
を
お
借
り
し
て
し
ば
ら
く
棺
を

置
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
も
し
和
尚
さ
ん
に
お
許
し
い
た
だ
け
れ
ば
、

深
い
ご
恩
は
決
し
て
忘
れ
な
い
。）

3　

僧
允
答
寄
柩

　

良
人
久
不
到
禪
關
、
擬
沐
天
恩
及
早
還
。
只
想
信
音
來
日
下
、

豈
期
香
夢
別
人
間
。
悠
悠
雲
水
還
家
遠
、
擾
擾
兵
戈
去
路
難
。

若
是
院
君
無
見
外
、
不
妨
停
殯
在
荒
山
。

　

（
旦
那
樣
は
長
ら
く
う
ち
の
寺
に
お
見
え
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
帝

の
ご
恩
に
浴
し
て
早
々
に
歸
鄕
さ
れ
る
か
と
思
っ
て
い
た
。
お
便
り
は

そ
の
う
ち
に
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
ら
、
ま
さ
か

す
で
に
こ
の
世
に
お
ら
れ
な
い
と
は
。
果
て
し
な
く
延
び
る
雲
と
水
の

よ
う
に
鄕
里
に
歸
る
道
の
り
が
遠
く
、
騷
々
し
い
兵
亂
で
行
く
手
が
塞

が
れ
た
。
ど
う
か
奥
樣
は
ご
遠
慮
な
さ
ら
ず
、
う
ち
の
小
さ
な
寺
に
棺
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を
預
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。）

4　

夫
人
訓
鶯
鶯

　

淑
女
深
閨
正
妙
齡
、
幼
名
親
取
作
鶯
鶯
。
磨
穿
鐵
硯
非
渠
習
、

繡
折
金
針
要
爾
成
。
棠
萼
聯
芳
中
有
弟
、
蘭
房
㷀
獨
上
無
兄
。

先
君
相
國
榮
存
日
、
已
把
新
婚
許
鄭
甥
。

　

（
深
い
閨
房
に
う
ち
の
淑
女
は
ま
さ
に
お
年
頃
、
幼
名
は
わ
ら
わ

が
自
ら
つ
け
て
鶯
鶯
と
い
う
。
讀
書
は
彼
女
の
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い

が
、
針
仕
事
は
必
ず
習
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
兄
弟
に
弟
は
い
る

が
、
一
人
娘
で
上
に
兄
は
い
な
い
。
亡
き
夫
が
相
國
だ
っ
た
榮
華
極
ま

り
な
い
頃
に
、
す
で
に
甥
の
鄭
く
ん
の
許
嫁
に
し
て
い
る
。）

5　

夫
人
囑
鶯
鶯

　

孤
母
伶
丁
客
異
鄕
、
那
堪
蕭
寺
寓
西
廂
。
自
宜
閉
戶
藏
春
色
、

不
許
開
軒
納
晚
涼
。
旦
夕
不
妨
僧
出
戶
、
往
來
須
避
客
焚
香
。

潛
身
宜
作
還
家
計　

待
汝
良
人
鄭
伯
常　

　

（
親
一
人
子
一
人
の
孤
獨
な
身
で
異
鄕
に
客
居
、
お
寺
の
西
側
の

建
物
に
寄
寓
す
る
の
に
ど
う
し
て
耐
え
ら
れ
よ
う
か
。
窓
を
閉
め
て
年

頃
の
姿
を
隠
し
こ
そ
す
れ
、
門
を
開
け
て
夕
涼
み
な
ど
し
て
は
い
け
な

い
。
朝
晚
は
お
坊
さ
ん
が
出
て
く
る
の
は
構
わ
な
い
が
、
往
來
す
る
際

は
線
香
を
焚
く
客
を
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
身
を
濳
め
て
家
に
歸
る
計

畫
を
す
べ
く
、
お
ぬ
し
の
良
き
人
鄭
伯
常
ど
の
を
待
つ
が
よ
い
。）

6　

夫
人
訓
歡
郎

　

孤
子
歡
郎
數
歲
餘
、
成
人
未
卜
志
何
如
。
深
期
負
笈
趨
師
席
、

端
擬
傳
家
讀
父
書
。
今
日
喜
看
騎
竹
馬
、
他
時
榮
望
掛
金
魚
。

客
途
不
假
三
遷
敎
、
要
奉
親
喪
返
故
廬
。

　

（
一
人
息
子
の
歡
郎
は
ま
だ
幼
く
、
成
人
し
た
ら
ど
ん
な
志
を
持

つ
か
は
わ
か
ら
な
い
。
期
待
す
る
の
は
ち
ゃ
ん
と
先
生
に
從
っ
て
勉
強

し
、
父
の
學
問
を
繼
い
で
く
れ
る
こ
と
。
今
は
竹
馬
に
乘
る
の
を
樂
し

く
見
守
り
、
將
來
は
官
職
に
就
く
こ
と
を
望
む
。
客
居
の
身
で
孟
母
三

遷
の
敎
え
は
で
き
ぬ
が
、
親
の
喪
に
服
し
て
故
鄕
に
歸
る
こ
と
だ
け
は

し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

7　

夫
人
訓
紅
娘

　

階
前
淑
女
小
紅
娘
、
幼
侍
先
夫
歲
月
長
。
寒
暑
衣
裳
供
澣
濯
、
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春
秋
黍
稷
奉
烝
嘗
。
昔
隨
官
寺
居
京
邸
、
今
奉
親
喪
返
故
鄕
。

應
待
他
時
終
禫
禮
、
爲
求
佳
配
許
從
良
。

　

（
階
の
前
に
い
る
の
は
氣
立
て
の
優
し
い
侍
女
の
紅
娘
、
幼
い
頃

か
ら
長
い
間
亡
き
夫
の
世
話
を
し
て
い
る
。
冬
や
夏
の
衣
服
は
洗
っ
て

も
ら
い
、
春
や
秋
の
お
祭
り
の
手
傳
い
も
し
て
く
れ
る
。
昔
は
一
緒
に

任
官
の
地
で
あ
る
都
の
屋
敷
に
住
ん
で
い
た
が
、
今
は
棺
を
守
っ
て
故

鄕
に
歸
る
。
い
ず
れ
喪
が
明
け
て
か
ら
、
い
い
男
を
探
し
て
嫁
が
せ
て

や
ろ
う
。）

8　

夫
人
特
囑
鶯
鶯

　

深
閨
孤
女
聽
慈
言
、
不
幸
先
君
喪
客
邊
。
千
里
扶
棺
吾
所
事
、

三
年
服
制
爾
當
全
。
莫
敎
懶
惰
居
人
後
、
要
使
行
藏
在
母
先
。

指
日
到
家
安
厝
畢
、
重
尋
舊
約
會
前
緣
。

　

（
深
い
閨
房
の
一
人
娘
は
親
の
言
葉
を
き
ち
ん
と
聞
い
て
く
れ
る

の
に
、
不
幸
に
し
て
お
父
さ
ん
を
他
鄕
の
地
で
亡
く
し
て
し
ま
っ
た
。

千
里
の
道
の
り
で
棺
を
守
る
の
は
わ
ら
わ
が
す
る
こ
と
で
、
三
年
間
喪

に
服
す
る
の
は
あ
な
た
が
全
う
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
怠
惰
で
人
に
遲

れ
を
と
る
こ
と
は
な
ら
ず
、
外
を
步
く
時
は
母
の
前
に
い
る
べ
き
で
あ

る
。
い
ず
れ
家
に
著
い
て
埋
葬
を
終
え
て
か
ら
、
以
前
の
お
約
束
に
從

っ
て
あ
の
お
方
と
結
ば
れ
る
よ
う
に
。）

こ
の
部
分
の
『
西
廂
記
』
の
本
文
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

〔
外
扮
老
夫
人
上
開
〕
老
身
姓
鄭
、
夫
主
姓
崔
、
官
拜
前
朝
相

國
、
不
幸
因
病
告
殂
。
只
生
得
個
小
姐
、
小
字
鶯
鶯
、
年
一
十

九
歲
。
針
黹
女
工
、
詩
詞
書
算
、
無
不
能
者
。
老
相
公
在
日
、

曾
許
下
老
身
之
姪
、
乃
鄭
尚
書
之
長
子
鄭
恆
爲
妻
。
因
俺
孩
兒

父
喪
未
滿
、
未
得
成
合
。
又
有
個
小
妮
子
、
是
自
幼
伏
侍
孩
兒

的
、
喚
做
紅
娘
。
一
個
小
廝
兒
、
喚
做
歡
郎
。
先
夫
棄
世
之
後
、

老
身
與
女
孩
兒
扶
柩
至
博
陵
安
葬
、
因
路
途
有
阻
、
不
能
得
去
。

來
到
河
中
府
、
將
這
靈
柩
寄
在
普
救
寺
內
。
這
寺
是
先
夫
相
國

修
造
的
、
是
則
天
娘
娘
香
火
院
、
況
兼
法
本
長
老
、
又
是
俺
相

公
剃
度
得
和
尚
、
因
此
俺
就
這
西
廂
下
一
座
宅
子
安
下
、
一
壁

寫
書
附
京
師
去
、
喚
鄭
恆
來
、
相
扶
回
博
陵
去
。
我
想
先
夫
在

日
、
食
前
方
丈
、
從
者
數
百
、
今
日
至
親
則
這
三
四
口
兒
、
好

生
傷
感
人
也
呵
。

⑨
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（〔
外
が
老
夫
人
を
演
じ
て
登
場
し
て
開
場
〕
わ
ら
わ
は
苗
字
を
鄭
と

申
し
、
夫
は
苗
字
を
崔
と
申
し
、
先
代
の
相
國
ま
で
務
め
ま
し
た
が
、

不
幸
に
し
て
病
氣
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
た
だ
娘
を
一
人
產
ん
だ
だ
け

で
、
名
前
を
鶯
鶯
と
申
し
、
歳
が
十
九
歳
。
針
仕
事
も
文
章
も
お
習
字

も
算
數
も
、
で
き
な
い
も
の
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
夫
が
生
き
て
い
た
時

に
、
わ
ら
わ
の
お
い
、
つ
ま
り
鄭
尚
書
の
長
男
の
鄭
恆
の
許
嫁
に
い
た

し
ま
し
た
。
た
だ
う
ち
の
娘
は
ま
だ
父
親
の
喪
が
明
け
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
ま
だ
結
婚
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
他
に
一
人
の
小
娘
が
お
り
、
幼
い

頃
か
ら
う
ち
の
娘
の
世
話
を
し
て
い
て
、
紅
娘
と
申
し
ま
す
。
一
人
の

せ
が
れ
が
お
り
、
歡
郎
と
申
し
ま
す
。
亡
夫
が
こ
の
世
を
去
っ
て
か
ら
、

わ
ら
わ
は
娘
と
と
も
に
棺
を
お
供
に
し
て
博
陵
に
歸
っ
て
葬
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
道
中
障
り
が
あ
り
、
先
に
進
め
ず
に
い
ま
す
。
河
中
府

ま
で
や
っ
て
ま
い
り
、
こ
の
棺
を
普
救
寺
に
お
預
け
し
て
い
ま
す
。
こ

の
お
寺
は
夫
が
相
國
を
務
め
た
時
に
修
復
し
た
も
の
で
、
則
天
武
后
樣

の
勅
願
寺
で
し
た
。
そ
の
上
僧
正
の
法
本
ど
の
は
う
ち
の
夫
が
剃
度
し

た
和
尚
さ
ま
で
す
の
で
、
わ
ら
わ
は
こ
の
西
側
の
建
物
に
泊
ま
る
こ
と

に
い
た
し
、
か
た
わ
ら
手
紙
を
書
い
て
都
に
送
り
、
鄭
恆
を
呼
び
つ
け

て
、
一
緒
に
棺
を
守
っ
て
博
陵
に
戾
り
ま
す
。
思
え
ば
夫
が
こ
の
世
に

い
た
頃
、
ご
馳
走
が
一
丈
も
の
範
囲
に
ず
ら
り
と
竝
べ
ら
れ
、
從
者
が

幾
百
人
も
お
り
ま
し
た
の
に
、
今
は
こ
の
三
、
四
人
の
血
が
直
接
繋
が

っ
て
い
る
家
族
し
か
お
ら
ず
、
本
當
に
悲
し
い
も
の
で
す
わ
。）

【
仙
呂
】【
賞
花
時
】
夫
主
京
師
祿
命
終
、
子
母
孤
孀
途
路
窮
、

因
此
上
旅
櫬
在
梵
王
宮
。
盼
不
到
博
陵
舊
塚
、
血
淚
灑
杜
鵑
紅
。

（
旦
那
樣
が
都
で
命
を
落
と
し
、
親
一
人
子
一
人
の
身
で
旅
路
に
窮
し
、

そ
の
た
め
に
棺
は
お
寺
に
預
け
て
い
る
。
博
陵
に
あ
る
先
祖
代
々
の
お

墓
に
た
ど
り
著
く
あ
て
も
な
く
、
血
の
淚
は
赤
き
ツ
ツ
ジ
の
花
に
こ
ぼ

れ
落
ち
る
。）

冒
頭
二
首
の
詩
で
す
で
に
老
夫
人
の
ほ
と
ん
ど
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
と
曲

の
內
容
を
概
括
し
て
い
る
の
に
、
そ
の
後
は
原
作
で
は
こ
の
時
點
で

ま
だ
登
場
し
て
い
な
い
僧
が
現
れ
た
り
、
さ
ら
に
『
西
廂
記
』
本
文

に
見
ら
れ
な
い
老
夫
人
が
長
々
と
鶯
鶯
た
ち
を
訓
戒
し
た
り
す
る
詩

が
連
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
詩
が
作
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
ま
ず

こ
こ
で
主
人
公
と
な
る
鶯
鶯
を
登
場
さ
せ
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ

と
が
擧
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
冒
頭
一
連
の
詩
は
い
わ
ば
序
文
の
性

格
を
有
す
る
も
の
で
、
說
敎
く
さ
い
內
容
は
そ
れ
に
こ
そ
相
應
し
い ⑩
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と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
冒
頭
部
分
が
冗
長
に
な

っ
て
し
ま
い
、
內
容
配
分
の
バ
ラ
ン
ス
も
惡
く
な
っ
た
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
な
お
、
紙
幅
の
都
合
上
引
用
を
省
く
が
、
張
生
と
鶯
鶯

の
一
晚
の
情
事
を
細
か
く
描
く
詩
が
大
量
に
あ
る
の
は
、
そ
う
し
た

艷
か
し
い
趣
味
に
迎
合
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
と
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

こ
れ
ら
の
艷
詩
に
つ
い
て
は
、
の
ち
の
第
四
節
で
ま
た
少
し
觸
れ
る
。

　

い
く
つ
か
の
問
題
は
あ
る
が
、
總
じ
て
い
え
ば
、『
珠
玉
詩
集
』

は
『
西
廂
記
』
の
長
大
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
七
言
律
詩
の
形
で
コ
ン
パ

ク
ト
に
ま
と
め
て
お
り
、
同
種
の
作
品
の
中
で
は
完
成
度
の
高
い
も

の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、『
珠
玉
詩
集
』
を
讀
ん
だ
ら
、『
西
廂

記
』
の
物
語
の
あ
ら
す
じ
を
確
か
に
あ
る
程
度
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
『
西
廂
記
』
に
と
っ
て
あ
く
ま
で
副
產
物

の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
七
言
律
詩
だ
け
で
『
西
廂
記
』
の
よ
う
な

變
化
に
富
む
傳
奇
を
語
る
に
は
、
詩
の
機
能
や
鑑
賞
態
度
と
い
っ
た

本
質
的
な
相
違
點
も
含
め
、
や
は
り
限
界
が
あ
る
こ
と
は
認
め
ざ
る

を
得
な
い
。

三　

中
國
に
お
け
る
『
珠
玉
詩
集
』
の
存
在
と
そ
の
位
置

　

現
在
見
ら
れ
る
『
珠
玉
詩
集
』
は
、
本
論
の
冒
頭
で
述
べ
た
和
刻

單
行
本
を
除
け
ば
、
す
べ
て
中
國
で
刊
行
さ
れ
た
『
西
廂
記
』
の
各

種
明
刊
本
に
付
錄
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
中
國

で
は
、
そ
れ
が
『
西
廂
記
』
の
付
錄
、
つ
ま
り
副
產
物
的
な
も
の
と

い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
明
の
嘉
靖
年
間
（
一
五
二
二
〜
一
五
六
六
）
に
成
立
し

た
と
さ
れ
る
『
百
川
書
誌
』
に
は
「
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
一
巻
」
と
あ

り
、
ま
た
淸
の
嘉
慶
十
三
年
（
一
八
〇
八
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
天
一

閣
書
目
』
に
も
「
蒲
東
珠
玉
詩
一
巻
、
刊
本
、
四
明
張
楷
撰
」
と
著

錄
さ
れ
る
の
で
、
か
つ
て
中
國
で
も
『
珠
玉
詩
集
』
の
單
行
本
が
刊

行
さ
れ
た
と
窺
わ
せ
る
痕
跡
は
な
く
は
な
い
。
し
か
し
現
在
で
は
そ

の
實
物
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
圖
書
目
錄
類
以
外
で

『
珠
玉
詩
集
』
に
言
及
し
た
記
錄
も
乏
し
い
。

　

明
の
萬
曆
年
間
を
最
後
に
、
一
時
期
『
西
廂
記
』
の
付
錄
と
し
て

定
番
と
な
っ
て
い
た
『
珠
玉
詩
集
』
が
姿
を
消
す
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
比
較
的
末
期
と
な
る
萬
曆
四
十
六
年
の
刊
行
と
さ
れ
る
陳
眉
公

⑪
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本
で
は
『
珠
玉
詩
集
』
の
末
尾
に
陳
眉
公
こ
と
陳
繼
儒
（
一
五
五
八

〜
一
六
三
九
）
に
よ
る
簡
單
な
識
語
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

蒲
東
詩
大
都
俗
腐
且
煩
多
可
厭
、
本
欲
刪
去
、
又
恐
學
究
尚

有
好
之
者
。
細
批
無
味
、
轉
添
蛇
足
、
空
存
之
耳
。

　

（
蒲
東
詩
は
大
半
が
俗
っ
ぽ
く
て
古
臭
く
て
な
お
か
つ
雜
多
で
鬱

陶
し
く
て
、
本
來
は
省
き
た
か
っ
た
が
、
學
者
の
中
で
ま
だ
そ
れ
を
好

む
人
が
い
る
の
で
は
と
思
わ
れ
た
。
細
か
く
批
評
す
る
と
深
み
が
な
く
、

か
え
っ
て
蛇
足
を
添
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
た
だ
そ
れ
を

殘
す
の
み
と
す
る
。）

陳
繼
儒
は
、『
珠
玉
詩
集
』
を
付
錄
に
收
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
が

「
俗
っ
ぽ
く
て
古
臭
く
て
な
お
か
つ
雜
多
で
鬱
陶
し
」
い
も
の
と
酷

評
す
る
こ
と
か
ら
、
萬
曆
の
末
ご
ろ
に
は
、『
珠
玉
詩
集
』
に
對
し

て
す
で
に
こ
の
よ
う
な
批
判
的
な
意
見
が
廣
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
窺

え
る
。

　

實
は
、
陳
眉
公
本
に
先
立
ち
、
少
し
前
に
刊
行
さ
れ
た
王
驥
德

『
新
校
注
古
本
西
廂
記
』（
明
萬
曆
四
十
二
年
〈
一
六
一
四
〉
香
雪
居
刊

本
。
い
わ
ゆ
る
「
王
驥
德
本
」）
や
、
や
や
の
ち
の
凌
濛
初
『
西
廂

記
』（
明
天
啓
年
間
〈
一
六
二
一
〜
一
六
二
七
〉
刊
本
。
い
わ
ゆ
る
「
凌
濛

初
本
」）
な
ど
細
か
い
校
訂
や
注
釋
が
施
さ
れ
、
現
在
で
も
『
西
廂

記
』
の
善
本
と
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
に
は
『
珠
玉
詩
集
』
な
ど
の
副
產

物
は
付
錄
に
收
め
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
ち
主
流
と
な
っ
た
『
西
廂

記
』
の
テ
キ
ス
ト
が
世
に
問
う
て
以
來
、『
珠
玉
詩
集
』
を
は
じ
め
、

『
西
廂
記
』
の
多
樣
な
副
產
物
は
だ
ん
だ
ん
付
錄
に
載
せ
ら
れ
な
く

な
っ
た
。
さ
ら
に
時
代
が
下
り
、
淸
に
入
る
と
、
金
聖
歎
に
よ
っ
て

編
纂
さ
れ
た
『
貫
華
堂
第
六
才
子
書
西
廂
記
』（
淸
順
治
十
三
年
〈
一

六
五
六
〉
貫
華
堂
刊
本
。
い
わ
ゆ
る
「
金
聖
歎
本
」）
が
刊
行
さ
れ
、
淸

代
三
百
年
近
く
に
わ
た
っ
て
大
い
に
流
行
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ

こ
に
も
『
珠
玉
詩
集
』
は
付
載
さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
金
聖

歎
本
は
王
驥
德
本
や
凌
濛
初
本
な
ど
『
西
廂
記
』
の
副
產
物
を
付
錄

し
な
い
テ
キ
ス
ト
よ
り
さ
ら
に
後
の
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
こ
に
わ
ざ
わ
ざ
『
珠
玉
詩
集
』
を
付
錄
に
收
め
る
理
由
は
當

然
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
。
や
は
り
萬
曆
以
降
の
中
國
で
は
『
珠
玉

詩
集
』
は
も
は
や
忘
れ
去
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
萬
曆
年
間
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
金
甁
梅
詞
話
』
の
中

⑭

⑮
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詩
で
讀
む
傳
奇
（
楊
）

で
現
れ
る
韻
文
に
は
『
珠
玉
詩
集
』
に
似
た
表
現
が
い
く
つ
か
見
ら

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
表
現
は
い
ず
れ
も
の
ち
に
流
行

る
よ
う
に
な
っ
た
『
新
刻
繡
像
批
評
金
甁
梅
』（
明
崇
禎
年
間
〈
一
六

二
八
〜
一
六
四
四
〉
刊
本
）
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
無
論
、『
金
甁

梅
詞
話
』
の
作
者
が
ど
れ
ほ
ど
『
珠
玉
詩
集
』
を
意
識
し
て
い
た
か

は
解
明
し
よ
う
が
な
い
が
、
た
だ
逆
に
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
表
現

は
作
品
が
成
熟
す
る
過
程
で
淘
汰
さ
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

や
は
り
陳
眉
公
本
の
識
語
通
り
、
あ
り
ふ
れ
た
表
現
で
繰
り
返
し
て

述
べ
ら
れ
る
と
、
ど
う
し
て
も
冗
長
感
を
免
れ
ず
、『
西
廂
記
』
の

內
容
を
す
で
に
把
握
し
た
讀
者
な
ら
自
然
と
興
味
を
失
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
た
め
、『
珠
玉
詩
集
』
の
よ
う
な
詩
で
戲
曲
を
表
現
す
る
創
作

は
と
う
と
う
一
時
的
な
流
行
に
終
わ
り
、
時
間
が
經
つ
に
連
れ
て
、

後
世
に
傳
わ
る
過
程
で
捨
象
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
た
。

　

內
容
だ
け
で
な
く
、『
珠
玉
詩
集
』
の
作
者
も
中
國
で
は
ほ
ぼ
忘

れ
去
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
弘
治
本
に
付
載
さ
れ
た
當
初
は
作
者
名

が
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
の
ち
萬
曆
年
間
の
繼
志
齋
本
以
下
は

そ
の
作
者
名
が
張
楷
だ
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
萬
曆
年
間
と

張
楷
が
生
き
て
い
た
時
代
と
の
間
は
か
な
り
時
間
が
經
過
し
て
い
た

の
で
眞
僞
の
ほ
ど
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
『
珠
玉
詩

集
』
が
萬
曆
年
間
に
『
西
廂
記
』
の
副
產
物
と
し
て
流
布
し
た
時
期

に
そ
の
作
者
が
張
楷
だ
と
傳
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
張
楷
と
い
う
人
物
に
對
す
る
評
價
は
決
し

て
高
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
張
楷
に
關
す
る
數
少
な

い
資
料
の
中
で
、
錢
謙
益
（
一
五
八
二
〜
一
六
六
四
）
は
『
列
朝
詩

集
』
に
お
い
て
張
楷
の
詩
を
何
首
か
を
錄
し
、
小
傳
で
は
そ
の
詩
作

に
つ
い
て
か
な
り
批
判
的
な
口
調
で
述
べ
て
い
る
。

　

楷
字
式
之
、
慈
溪
人
。（
中
略
）
國
初
詩
家
遙
和
唐
人
、
起

於
閩
人
林
鴻
、
高
棅
。
永
、
天
以
後
、
浸
以
成
風
。
式
之
遍
和

唐
音
及
李
、
杜
詩
、
各
十
餘
卷
。
又
有
並
和
『
瀛
奎
』『
三

體
』
諸
編
者
、
塵
容
俗
狀
、
填
塞
簡
牘
、
捧
心
學
步
、
祇
供
噦

嘔
。

　

（
張
楷
、
字
は
式
之
、
慈
溪
の
人
。（
中
略
）
本
朝
の
初
め
頃
の
詩

を
作
る
人
が
遙
か
昔
の
唐
代
の
人
に
唱
和
す
る
よ
う
な
こ
と
は
福
建
人

の
林
鴻
と
高
棅
よ
り
始
ま
っ
た
。
永
樂
、
天
順
よ
り
以
降
、
徐
々
に
流

行
し
た
。
式
之
は
『
唐
音
』
や
李
白
、
杜
甫
の
詩
に
遍
く
唱
和
し
、
そ

⑯
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れ
ぞ
れ
十
數
巻
を
作
っ
た
。
ま
た
『
瀛
奎
律
髓
』
や
『
三
體
詩
』
に
唱

和
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
低
俗
な
文
字
が
紙
一
面
に
滿
ち
て
お
り
、
ま

る
で
西
施
の
胸
を
押
さ
え
る
姿
を
眞
似
し
た
り
、
邯
鄲
で
人
の
步
き
方

を
倣
っ
た
り
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
吐
き
氣
を
催
す
だ
け
で
あ
る
。）

錢
謙
益
は
張
楷
の
唱
和
詩
を
「
ま
る
で
西
施
の
胸
を
押
さ
え
る
姿
を

眞
似
し
た
り
、
邯
鄲
で
人
の
步
き
方
を
倣
っ
た
り
す
る
よ
う
な
も
の

で
、
吐
き
氣
を
催
す
だ
け
で
あ
る
」
と
酷
評
し
、
こ
う
し
た
模
倣
行

爲
を
強
く
非
難
し
て
い
る
。
そ
し
て
、『
列
朝
詩
集
』
に
は
張
楷
の

唱
和
詩
や
模
倣
作
は
一
首
も
採
錄
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
張
楷
は

『
明
史
』
に
も
傳
記
が
な
く
、
そ
の
作
品
と
と
も
に
、
長
ら
く
歷
史

に
埋
も
れ
た
人
物
に
な
っ
て
い
る
。
錢
謙
益
の
コ
メ
ン
ト
や
陳
繼
儒

の
識
語
な
ど
の
批
判
的
な
意
見
は
ま
さ
に
そ
の
時
期
に
張
楷
と
彼
の

作
品
に
對
す
る
代
表
的
な
評
價
と
い
え
よ
う
。

四　

和
刻
單
行
本
『
珠
玉
詩
集
』
と
そ
れ
を
讀
む
日
本
人

　

前
の
三
節
で
檢
討
し
た
よ
う
に
、『
珠
玉
詩
集
』
は
必
ず
し
も
巧

み
な
文
學
的
表
現
を
持
た
ず
、
萬
曆
以
降
の
中
國
で
は
ほ
ぼ
忘
れ
去

ら
れ
た
と
い
っ
て
も
い
い
ほ
ど
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
そ
れ
が
奇
し

く
も
單
獨
の
和
刻
本
の
形
で
世
に
傳
わ
っ
て
い
る
。

　

現
在
見
ら
れ
る
單
行
本
『
珠
玉
詩
集
』
は
二
册
か
ら
な
る
。
東
京

大
学
東
洋
文
化
硏
究
所
や
國
立
公
文
書
館
な
ど
複
數
の
所
藏
が
確
認

で
き
る
が
、
い
ず
れ
も
同
じ
版
の
も
の
で
あ
る
。
巻
頭
に
元
稹
の

「
鶯
鶯
詩
」
が
付
さ
れ
、「
錢
唐
何
子
春
」
と
名
乘
る
人
物
に
よ
る

序
文
も
あ
る
。
詩
集
の
最
後
に
杜
牧
「
題
會
眞
詩
三
十
韻
」
と
李
紳

「
鶯
鶯
歌
」
も
倂
せ
て
收
錄
す
る
。
さ
ら
に
巻
末
に
『
西
廂
記
』
物

語
の
由
來
と
な
る
元
稹
「
鶯
鶯
傳
」
を
「
西
廂
會
眞
記
」
と
題
し
て

付
載
す
る
。

　

何
子
春
と
い
う
人
物
に
よ
る
序
文
は
日
付
が
「
康
熙
辛
亥
春
花

朝
」
と
あ
り
、
つ
ま
り
康
熙
十
年
（
一
六
七
一
）
に
書
か
れ
た
も
の

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
序
文
の
存
在
と
前
に
紹
介
し
た

『
天
一
閣
書
目
』
の
情
報
か
ら
見
る
と
、『
珠
玉
詩
集
』
は
元
々
遲

く
と
も
康
熙
年
間
に
中
國
で
單
行
本
の
形
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の

が
あ
り
、
そ
の
後
日
本
に
傳
わ
り
、
そ
れ
を
元
に
和
刻
本
が
出
版
さ

れ
、
そ
し
て
そ
の
中
國
で
刊
行
さ
れ
た
單
行
本
が
何
ら
か
の
理
由
で

散
佚
し
、
現
在
單
行
本
の
形
で
見
ら
れ
る
の
が
和
刻
本
の
み
に
な
っ
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詩
で
讀
む
傳
奇
（
楊
）

た
、
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
何
子
春
の
序
文

は
中
國
の
主
流
と
な
る
批
判
的
な
意
見
と
は
異
な
り
、『
珠
玉
詩

集
』
を
高
く
評
價
し
て
い
る
。

　

夫
傳
奇
者
、
詞
人
之
遊
戲
、
而
虛
實
相
半
。
片
言
隻
字
、
無

往
而
非
戲
也
。
或
誚
、
考
之
史
傳
齟
齬
、
如
此
則
看
正
史
足
矣
、

奚
爲
戲
邪
。
如
蒲
東
崔
張
傳
奇
、
本
出
唐
元
微
之
、
而
古
今
好

事
者
樂
道
之
。
雖
然
、
小
杜
後
未
曾
見
聲
之
詩
者
矣
。
四
明
張

楷
、
何
人
也
。
錦
心
繡
口
、
巧
製
近
體
數
百
詩
。
言
言
綺
麗
、

字
字
淸
新
。
讀
之
、
則
張
生
英
邁
、
崔
氏
雅
操
、
宛
然
在
眼
、

可
謂
唾
裏
珠
玉
矣
。
風
流
逸
韻
、
當
與
宋
玉
賦
竝
行
於
世
。
覽

者
勿
以
不
經
罪
其
人
焉
。

　

（
か
の
傳
奇
と
い
う
も
の
は
、
詞
人
の
遊
戲
で
あ
り
、
半
分
は
虛

構
で
半
分
は
眞
實
で
あ
る
。
一
言
一
句
は
、
芝
居
で
な
い
と
こ
ろ
は
な

い
の
で
あ
る
。
あ
る
人
が
批
判
す
る
に
は
、
そ
れ
を
史
傳
で
考
證
す
れ

ば
齟
齬
が
あ
り
、
そ
う
で
あ
っ
た
ら
正
史
を
読
め
ば
す
で
に
十
分
で
、

ど
う
し
て
こ
ん
な
芝
居
な
ん
て
作
る
だ
ろ
う
、
と
。
例
え
ば
蒲
東
の
崔

張
の
傳
奇
は
、
も
と
も
と
唐
の
元
稹
が
作
っ
た
も
の
で
、
古
今
の
好
事

者
が
樂
し
く
語
っ
て
い
た
。
と
は
い
え
、
杜
牧
よ
り
後
は
そ
れ
を
詩
に

詠
ん
だ
人
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
四
明
の
張
楷
は
ど
う
い
う
人
だ
ろ
う
。

趣
向
を
凝
ら
し
て
綺
麗
な
言
葉
を
綴
り
、
巧
妙
に
百
首
餘
り
の
近
體
詩

を
作
っ
た
。
す
べ
て
の
言
葉
が
綺
麗
で
、
す
べ
て
の
文
字
が
淸
新
で
あ

る
。
そ
れ
を
讀
め
ば
、
張
生
の
凛
々
し
い
姿
や
、
崔
氏
の
優
雅
な
樣
子

が
あ
た
か
も
目
の
前
に
浮
か
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
り
、
口
か
ら
出
さ
れ

た
珠
玉
と
い
え
よ
う
。
風
流
で
絕
妙
な
詩
は
き
っ
と
宋
玉
の
賦
と
竝
ん

で
世
の
中
で
廣
が
る
だ
ろ
う
。
讀
ん
だ
人
は
ま
と
も
で
な
い
こ
と
を
作

っ
た
こ
と
で
そ
の
人
を
批
判
し
て
は
な
ら
な
い
。）

こ
の
序
文
は
、「
趣
向
を
凝
ら
し
て
綺
麗
な
言
葉
を
綴
」
っ
て
西
廂

故
事
を
詩
に
詠
ん
だ
と
し
て
『
珠
玉
詩
集
』
を
宋
玉
の
賦
と
竝
べ
て

褒
め
稱
え
る
。
無
論
、
序
文
の
性
格
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
作
品
を
褒

め
稱
え
る
の
が
當
た
り
前
で
、
そ
の
言
葉
は
決
し
て
鵜
呑
み
に
は
で

き
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
何
子
春
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
も
詳
し
い

情
報
は
管
見
の
限
り
皆
無
で
あ
る
た
め
、
上
述
の
錢
謙
益
や
陳
繼
儒

の
批
判
的
言
辭
を
覆
す
ほ
ど
の
力
は
持
た
な
い
。『
珠
玉
詩
集
』
そ

の
も
の
と
そ
の
著
者
、
さ
ら
に
そ
れ
に
對
す
る
好
意
的
評
價
も
中
國

⑱
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で
は
時
間
の
經
過
に
つ
れ
て
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
中
國
で
は
元
々
『
西
廂
記
』
の
副
產
物
で
し
か
な
か

っ
た
『
珠
玉
詩
集
』
が
、
日
本
に
傳
わ
る
と
、
和
刻
本
ま
で
作
ら
れ

た
と
い
う
事
象
は
こ
と
さ
ら
興
味
深
い
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
序
文

以
外
に
も
、
中
國
に
お
け
る
批
判
一
邊
倒
の
態
度
と
裏
腹
に
、『
珠

玉
詩
集
』
に
つ
い
て
積
極
的
に
言
及
し
た
日
本
人
の
存
在
は
確
認
で

き
る
。
以
下
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、『
珠
玉
詩
集
』
に
つ
い
て
明
言
し
た
人
と
し
て
、
狂
詩
人

の
半
可
山
人
こ
と
植
木
玉
厓
（
一
七
八
一
〜
一
八
三
九
）
が
擧
げ
ら
れ

る
。
彼
は
「
忠
臣
藏
狂
詩
集
序
」
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

予
嘗
讀
毛
唐
人
所
著
「
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
」、
而
感
心
乎
其

叙
事
体
裁
、
奇
妙
頂
礼
屋
之
仕
打
矣
。
遂
猿
之
人
眞
似
、
傚
西

施
之
顰
、
賦
「
忠
臣
藏
」
十
一
段
之
詩
。
詩
成
而
讀
之
、
其
一

向
不
面
目
者
、
蓋
何
也
。
嗟
乎
、
予
下
手
雙
六
、
才
之
弱
固
亡

論
。
且
夫
我
邦
之
於
唐
人
也
、
彼
以
其
陳
奮
翰
、
我
以
吾
伊
呂

波
、
其
方
角
亦
東
西
隔
絕
、
奚
翅
馬
道
牛
町
風
馬
牛
不
相
及
也
。

而
漫
使
唐
人
之
聲
色
、
爲
我
邦
之
狂
言
、
折
骨
愈
多
、
取
落
愈

少
。
南
郭
「
小
督
詞
」、
不
及
樂
天
「
長
恨
歌
」、
古
人
已
有
評

判
焉
。
況
乃
詠
儀
太
股
引
之
下
卑
、
以
擬
李
杜
王
孟
之
高
調
、

猶
之
歌
新
內
潮
來
於
琵
琶
、
而
合
奏
東
北
高
砂
於
笙
篳
篥
也
、

可
謂
不
案
事
之
至
矣
。
予
有
開
悟
於
此
、
遂
棄
陽
春
白
雪
餻
之

上
品
、
新
製
下
里
巴
人
之
駄
佳
詩
。
詩
凡
十
有
一
首
、
名
曰

「
忠
臣
藏
狂
詩
集
」。
比
之
前
之
四
角
四
面
眞
面
目
作
者
、
似

頗
得
浄
瑠
璃
之
趣
矣
。

　

（
私
は
か
つ
て
中
國
人
が
作
っ
た
『
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
』
を
讀
ん

だ
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
語
り
方
や
奇
妙
な
仕
組
み
に
感
心
し
た
。
そ
こ

で
猿
の
人
眞
似
、
西
施
の
顰
に
倣
う
よ
う
な
こ
と
を
し
て
、「
忠
臣

藏
」
の
詩
を
十
一
首
作
っ
た
。
詩
が
で
き
て
讀
ん
で
み
た
ら
、
た
い
そ

う
不
眞
面
目
だ
と
感
じ
た
の
は
、
い
っ
た
い
な
ぜ
だ
ろ
う
。
あ
あ
、
私

な
ど
下
手
の
雙
六
は
、
才
能
の
な
さ
は
元
々
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
。

そ
れ
に
我
が
國
と
中
國
の
人
と
で
は
、
中
國
人
は
彼
ら
の
言
葉
を
使
い
、

我
ら
は
我
ら
の
日
本
語
を
使
い
、
そ
し
て
位
置
は
東
西
隔
た
っ
て
お
り
、

馬
道
と
牛
町
の
よ
う
な
距
離
で
は
收
ま
ら
な
い
。
も
し
妄
り
に
中
國
人

の
言
葉
を
使
っ
て
我
が
國
の
物
語
を
述
べ
よ
う
と
す
る
と
、
骨
を
折
る

こ
と
ば
か
り
で
、
觀
客
に
受
け
る
こ
と
が
少
な
い
。
服
部
南
郭
の
「
小

⑳
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督
詞
」
が
白
樂
天
の
「
長
恨
歌
」
に
及
ば
な
い
こ
と
は
、
昔
の
人
に
す

で
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
し
て
儀
太
夫
節
の
よ
う
な
下
品
な
も
の
を

詠
じ
て
、
そ
れ
で
李
白
や
杜
甫
、
王
維
、
孟
浩
然
の
よ
う
な
格
調
の
高

い
も
の
に
擬
え
る
な
ん
て
、
ま
る
で
新
內
節
や
潮
來
節
を
琵
琶
の
伴
奏

で
歌
う
こ
と
や
、
東
北
や
高
砂
を
雅
樂
の
笙
や
篳
篥
と
合
奏
す
る
よ
う

な
も
の
で
、
極
め
て
分
別
が
な
い
。
私
は
と
っ
く
に
こ
の
こ
と
を
会
得

し
た
の
で
、
陽
春
白
雪
の
よ
う
な
上
品
な
羽
二
重
餅
を
捨
て
、
下
里
巴

人
の
駄
菓
子
の
よ
う
な
俗
っ
ぽ
い
詩
を
作
っ
た
。
全
部
で
十
一
首
あ
り
、

名
付
け
て
「
忠
臣
藏
狂
詩
集
」
と
い
う
。
前
の
し
か
つ
め
ら
し
く
眞
面

目
に
作
っ
た
も
の
と
比
べ
る
と
、
け
っ
こ
う
浄
瑠
璃
の
趣
を
得
た
よ
う

で
あ
る
。）

植
木
玉
厓
は
狂
詩
の
作
者
で
漢
詩
文
に
強
い
關
心
を
持
つ
文
人
と
し

て
知
ら
れ
る
。
右
で
引
用
し
た
記
述
を
通
じ
て
、
彼
は
『
西
廂
記
』

の
み
な
ら
ず
、『
珠
玉
詩
集
』
を
も
讀
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
も
、
彼
は
詩
で
芝
居
を
表
現
す
る
と
い
う
『
珠
玉
詩
集
』
の
形

式
に
「
感
心
し
た
」
と
高
い
評
價
を
下
し
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
で

な
く
、『
珠
玉
詩
集
』
の
形
式
に
倣
っ
て
淨
瑠
璃
の
演
目
で
あ
る

『
假
名
手
本
忠
臣
藏
』
の
物
語
を
詠
む
詩
ま
で
作
っ
た
。
そ
し
て
、

最
初
に
眞
面
目
に
作
っ
た
も
の
は
本
場
の
中
國
人
の
作
っ
た
漢
詩
に

及
ば
な
い
と
悟
り
、
そ
こ
で
代
わ
り
に
狂
詩
を
作
っ
て
殘
し
た
、
と

い
う
。
實
際
の
詩
は
そ
の
後
に
收
め
ら
れ
て
お
り
、
十
一
段
か
ら
な

る
浄
瑠
璃
に
對
し
て
一
段
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
一
首
の
詩
、
合
わ
せ
て

十
一
首
の
詩
で
詠
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
七
言
律
詩
と
い
う
詩
型
以

外
に
『
珠
玉
詩
集
』
を
意
識
し
た
表
現
は
さ
ほ
ど
な
い
。
植
木
玉
厓

に
よ
る
模
倣
の
重
點
は
、
芝
居
の
內
容
を
コ
ン
パ
ク
ト
な
「
詩
」
で

表
現
す
る
と
い
う
形
式
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
場
合
、「
詩
」

と
い
う
形
式
こ
そ
植
木
玉
厓
が
『
珠
玉
詩
集
』
を
評
價
し
た
も
っ
と

も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
植
木
玉
厓
の
こ
の
記
述
は
、
大
田
南
畝
（
一
七
四
九

〜
一
八
二
三
）
の
『
一
話
一
言
』
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
大
田
南

畝
は
特
に
コ
メ
ン
ト
な
ど
は
つ
け
て
い
な
い
が
、
こ
の
記
述
を
抄
出

し
た
以
上
、
そ
れ
な
り
の
關
心
を
持
っ
て
い
た
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
戯
作
者
で
艷
本
『
秘
戲
艷
說
筑
紫
琴
』
の
作
者
花
笠
文
京

（
一
七
八
五
〜
一
八
六
〇
）
も
そ
の
序
文
「
題
『
秘
戲
艷
說
筑
紫

琴
』」
に
お
い
て
『
珠
玉
詩
集
』
に
言
及
し
て
い
る
。

㉑
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「
蒲
東
張
生
會
崔
鶯
鶯
詩
」
曰
：「
共
入
紗
廚
喜
未
禁
、
笑

將
羅
帶
結
同
心
。
猩
紅
濃
染
鮫
綃
帕
、
龍
麝
微
薰
翡
翠
衾
。
倒

鳳
顛
鸞
情
不
已
、
山
盟
海
誓
意
何
深
。
高
齋
今
夜
風
光
好
、
一

刻
春
宵
直
萬
金
」。
深
閨
之
中
、
幽
幃
之
裏
、
恍
惚
忸
怩
、
凝

粧
之
態
、
可
謂
盡
也
。（
中
略
）
或
人
示
春
宵
秘
戲
圖
。
向
讀

「
西
廂
會
眞
記
」、
能
盡
其
態
。
今
閱
此
卷
一
毫
之
端
、
又
能

盡
其
態
。
瀏
覽
之
後
、
聊
書
之
卷
首
焉
。

　

（「
蒲
東
張
生
會
崔
鶯
鶯
詩
」
に
い
う
。「
共
に
薄
絹
の
と
ば
り
に

入
っ
て
喜
び
が
ま
だ
止
ま
っ
て
お
ら
ず
、
微
笑
み
な
が
薄
絹
の
帯
を
一

緒
に
結
ん
で
く
れ
た
。
薄
絹
の
手
拭
い
は
赤
く
染
ま
り
、
翡
翠
色
の
布

團
は
麝
香
の
匂
い
が
浸
み
る
。
男
女
の
營
み
で
感
情
が
抑
え
難
く
、
愛

情
の
誓
い
を
交
わ
し
て
互
い
の
思
い
は
極
ま
り
な
い
。
今
夜
の
書
齋
の

景
色
は
素
晴
ら
し
く
、
春
の
宵
の
ひ
と
時
は
萬
金
に
も
換
え
難
い
」。

奥
深
い
閨
房
の
中
、
暗
い
と
ば
り
の
內
。
恍
惚
と
し
た
恥
ず
か
し
い
表

情
や
、
華
麗
な
る
著
飾
り
の
姿
を
、
こ
と
ご
と
く
表
現
し
た
と
い
え
る
。

〈
中
略
〉
あ
る
人
が
春
宵
秘
戲
圖
を
見
せ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
か

つ
て
「
西
廂
會
眞
記
」
を
讀
ん
だ
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
あ
り
さ
ま
が

つ
ぶ
さ
に
描
か
れ
て
い
た
。
今
度
こ
の
書
物
を
少
し
ば
か
り
覗
い
て
み

た
ら
、
ま
た
そ
の
あ
り
さ
ま
が
つ
ぶ
さ
に
描
か
れ
て
い
る
。
目
を
通
し

て
か
ら
、
い
さ
さ
か
巻
頭
に
記
し
て
お
く
。）

こ
こ
で
引
用
さ
れ
た
「
蒲
東
張
生
會
崔
鶯
鶯
詩
」
は
、
ま
さ
に
『
珠

玉
詩
集
』
に
收
め
ら
れ
る
第
八
六
首
「
鶯
生
雲
雨
會
」
と
い
う
詩
で

あ
る
。
同
詩
を
左
に
引
用
し
て
お
く
。

　

共
入
紗
廚
喜
未
禁
、
笑
將
羅
帶
結
同
心
。
猩
紅
濃
染
鮫
綃
帕
、

龍
麝
微
薰
翡
翠
衾
。
倒
鳳
顛
鸞
情
不
已
、
山
盟
海
誓
意
何
深
。

書
齋
今
夜
風
光
満
、
一
刻
春
宵
値
萬
金
。

　

（
日
本
語
譯
は
省
略
）

「
題
『
秘
戲
艷
說
筑
紫
琴
』」
で
の
引
用
は
詩
題
が
省
か
れ
た
が
、

內
容
は
明
ら
か
に
『
珠
玉
詩
集
』
か
ら
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
若
干

文
字
の
異
同
は
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
誤
記
と
判
断
し
て
差
し
支

え
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
時
期
に
日
本
で
一
般
的
に
讀
ま
れ
て
い
た
唐
本
『
西
廂
記
』

の
テ
キ
ス
ト
は
金
聖
歎
本
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
前
述
の
通
り
、

㉓

㉔
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金
聖
歎
本
に
は
『
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
集
』
は
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
。

當
時
も
っ
と
も
廣
く
通
行
し
て
い
た
『
西
廂
記
』
の
テ
キ
ス
ト
に

『
珠
玉
詩
集
』
が
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
こ
こ
で
花
笠
文
京
が

い
う
「
蒲
東
張
生
會
崔
鶯
鶯
詩
」
は
和
刻
單
行
本
の
『
珠
玉
詩
集
』

に
據
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
後
半
部
分
で
、
花
笠
文
京
は
「
か
つ
て
『
西
廂
會
眞
記
』

を
讀
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
樣
子
が
つ
ぶ
さ
に
描
か
れ
て
い
た
」

と
記
し
て
い
る
。「
西
廂
會
眞
記
」
は
元
稹
が
書
い
た
『
西
廂
記
』

の
原
型
と
な
る
唐
代
傳
奇
「
鶯
鶯
傳
」
の
こ
と
で
あ
り
、
熊
龍
峰
本

な
ど
で
は
、「
鶯
鶯
傳
」
に
あ
る
「
會
眞
詩
」
に
因
ん
で
、
付
錄
に

收
め
ら
れ
る
「
鶯
鶯
傳
」
に
そ
の
名
を
冠
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
前

述
の
和
刻
本
『
珠
玉
詩
集
』
に
も
、
元
稹
の
「
鶯
鶯
傳
」
は
「
西
廂

會
眞
記
」
と
題
し
て
付
載
さ
れ
る
の
で
、
つ
ま
り
、
和
刻
本
『
珠
玉

詩
集
』
を
一
册
手
に
入
れ
れ
ば
、
詩
を
一
首
引
用
し
、
さ
ら
に
そ
こ

に
付
錄
さ
れ
る
元
稹
の
「
西
廂
會
眞
記
」
を
讀
む
こ
と
も
同
時
に
で

き
る
の
で
あ
る
。
狀
況
證
據
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
花
笠
文
京
は

『
珠
玉
詩
集
』
を
使
用
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、『
珠
玉
詩
集
』
が
當
時
の
日
本
人
に
讀
ま
れ

て
い
て
、
そ
し
て
中
國
と
違
い
、
そ
の
詩
で
芝
居
を
描
く
形
式
を
眞

似
た
作
品
ま
で
現
れ
、
さ
ら
に
他
の
作
品
の
序
文
に
お
い
て
も
引
用

さ
れ
る
く
ら
い
の
高
い
評
價
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
確
實
に
見
て
と
れ

る
の
で
あ
る
。

五　

江
戶
時
代
に
お
け
る
西
廂
故
事
の
傳
わ
り
方
の
可
能
性

　

前
節
で
は
、『
珠
玉
詩
集
』
を
讀
ん
だ
こ
と
が
確
實
な
日
本
人
と

し
て
、
植
木
玉
厓
と
花
笠
文
京
の
事
例
を
紹
介
し
た
が
、
花
笠
文
京

に
は
『
西
廂
記
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
當
時
唐
本

が
手
に
入
り
に
く
か
っ
た
と
い
う
事
情
を
倂
せ
て
考
え
る
と
、
彼
は

張
生
と
鶯
鶯
の
西
廂
故
事
を
こ
の
和
刻
本
『
珠
玉
詩
集
』
だ
け
を
通

じ
て
把
握
し
た
可
能
性
さ
え
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
無
論
、

推
測
の
域
を
出
る
こ
と
は
な
い
が
、
た
だ
當
時
の
日
本
人
に
と
っ
て
、

白
話
で
書
か
れ
た
『
西
廂
記
』
が
か
な
り
讀
み
に
く
か
っ
た
と
い
う

こ
と
は
事
實
と
し
て
あ
る
。
本
稿
の
冒
頭
で
觸
れ
た
二
つ
の
『
西
廂

記
』
寫
本
を
こ
し
ら
え
た
遠
山
荷
塘
の
傳
記
か
ら
も
そ
の
一
斑
が
窺

え
る
。
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年
三
十
一
、
始
來
江
戶
。
寓
於
本
所
、
與
余
居
相
距
不
甚
遠
。

故
余
知
師
最
先
。
余
與
大
窪
行
、
宮
澤
雉
諸
友
設
席
延
致
、
受

『
西
廂
』、『
琵
琶
』
二
記
。
先
是
、
江
戶
文
人
無
精
於
傳
奇
者
。

何
況
詞
曲
乎
。
若
摘
月
琴
者
、
絕
不
見
其
人
。
而
師
兼
能
之
、

竟
以
是
名
家
、
人
亦
以
是
稱
之
。

　

（〈
遠
山
荷
塘
は
〉
三
十
一
歳
の
時
、
初
め
て
江
戶
に
來
た
。
本
所

に
住
み
、
私
の
家
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
離
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
私
が

も
っ
と
も
早
く
に
先
生
と
知
り
合
っ
た
。
私
は
大
窪
行
さ
ん
や
宮
澤
雉

さ
ん
な
ど
の
友
人
と
と
も
に
宴
席
を
設
け
て
先
生
を
招
き
、『
西
廂
』

と
『
琵
琶
』
の
二
つ
の
傳
奇
を
敎
え
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
よ
り
前
に
、

江
戶
で
は
傳
奇
に
詳
し
い
も
の
は
い
な
か
っ
た
。
ま
し
て
や
詞
や
曲
は

な
お
さ
ら
で
あ
る
。
月
琴
を
彈
く
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ

う
な
人
は
全
く
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
一
方
先
生
は
そ
の
兩
方
が
よ

く
で
き
、
結
局
そ
れ
に
よ
っ
て
有
名
に
な
り
、
人
々
も
そ
れ
で
先
生
を

襃
め
稱
え
た
。）

傳
記
の
作
者
は
遠
山
荷
塘
か
ら
傳
奇
に
つ
い
て
敎
わ
っ
た
朝
川
善
庵

（
一
七
八
一
〜
一
八
四
九
）
で
あ
る
。
遠
山
荷
塘
よ
り
以
前
、
江
戶
で

は
、『
西
廂
記
』
な
ど
の
傳
奇
に
詳
し
い
人
は
お
ら
ず
、
そ
の
た
め

遠
山
荷
塘
が
講
義
ま
で
開
い
た
、
と
い
う
。
こ
の
記
述
か
ら
、『
西

廂
記
』
を
代
表
と
す
る
傳
奇
物
を
原
文
で
讀
む
こ
と
の
難
解
さ
が
わ

か
る
。

　

難
解
な
『
西
廂
記
』
そ
の
も
の
と
比
べ
る
と
、
同
じ
く
西
廂
故
事

を
傳
え
、
さ
ら
に
七
言
律
詩
と
い
う
傳
統
的
か
つ
日
本
人
に
と
っ
て

馴
染
み
の
深
い
文
體
を
採
用
し
た
『
珠
玉
詩
集
』
の
ほ
う
が
ず
っ
と

讀
み
や
す
い
と
い
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
こ
で
、『
西
廂

記
』
の
物
語
は
、
意
味
の
と
り
に
く
い
俗
語
が
大
量
に
あ
る
演
劇
臺

本
『
西
廂
記
』
よ
り
、
い
わ
ば
西
廂
故
事
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
あ

る
『
珠
玉
詩
集
』
の
ほ
う
が
日
本
の
讀
者
に
と
っ
て
理
解
も
親
し
み

も
し
や
す
い
た
め
、
西
廂
故
事
が
『
珠
玉
詩
集
』
に
よ
っ
て
日
本
で

廣
ま
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

實
際
、『
珠
玉
詩
集
』
の
み
な
ら
ず
、『
西
廂
記
』
の
物
語
の
一
部

を
內
容
と
す
る
俗
曲
も
同
じ
時
期
に
日
本
に
傳
わ
っ
て
い
た
。
例
え

ば
、
岡
島
冠
山
（
一
六
七
四
〜
一
七
二
八
）
が
編
纂
し
た
『
唐
話
纂

要
』
の
「
小
曲
」
に
は
「
崔
鶯
」
お
よ
び
「
張
君
」
の
二
首
を
收
録

し
て
い
る
。

㉗
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む
傳
奇
（
楊
）

崔
鶯

　

崔
鶯
鶯
、
訪
紅
娘
。
我
有
問
上
一
個
詳
細
。
街
坊
上
、
許
多

人
、
講
我
的
是
非
、
是
何
人
造
下
了
我
有
這
本
的
『
西
廂
』
戲
。

艸
橋
驚
夢
何
曾
有
、
月
下
佳
期
在
那
裡
。
何
人
叫
做
張
生
了
。

紅
娘
、
那
個
跳
在
我
花
園
裏
。

　

（
崔
鶯
鶯
、
紅
娘
を
訪
れ
る
。
私
は
詳
し
く
聞
い
て
み
る
わ
。
街

中
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
私
の
噂
話
を
し
て
い
て
、
い
っ
た
い
ど
ん
な

人
が
私
に
こ
ん
な
『
西
廂
記
』
の
芝
居
を
作
っ
た
の
。
草
橋
驚
夢
な
ん

て
い
つ
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
月
の
下
で
の
逢
瀬
な
ん
て
ど
こ
に
あ
る

の
。
張
生
と
い
う
者
は
誰
な
の
。
紅
娘
よ
、
ど
ん
な
人
が
私
の
庭
に
跳

ん
で
き
た
の
。）

張
君

　

張
君
瑞
、
訪
故
友
。
遊
學
得
散
悶
。
往
蒲
東
、
訪
杜
曲
〔
マ

マ
〕
白
馬
將
軍
、
偶
遊
到
普
救
寺
。
武
則
天
娘
娘
的
建
造
、
大

雄
寶
殿
高
六
丈
、
鐘
皷
樓
臺
高
又
高
。
久
聞
得
那
寶
刹
潔
淨
、

有
有
一
位
高
僧
老
師
臺
。
借
居
西
廂
、
閑
遊
戲
耍
。

　

（
張
君
瑞
、
昔
の
友
人
を
訪
れ
る
。
遊
學
す
る
時
は
憂
い
を
晴
ら

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
蒲
東
に
行
き
、
白
馬
將
軍
の
杜
曲
を
訪
れ
、
た
ま
た

ま
普
救
寺
に
や
っ
て
き
た
。
則
天
武
后
さ
ま
の
建
立
で
、
大
雄
寶
殿
が

六
丈
の
高
さ
も
あ
り
、
鐘
樓
も
ま
た
高
い
。
昔
か
ら
伺
う
に
は
、
か
の

素
晴
ら
し
い
お
寺
が
と
て
も
淸
浄
で
あ
り
、
さ
ら
に
高
僧
の
和
尚
さ
ま

が
お
ら
れ
る
。
西
廂
を
お
借
り
し
て
し
ば
ら
く
泊
ま
ら
せ
て
も
ら
い
、

の
ん
び
り
と
遊
ぼ
う
。）

さ
ら
に
、
琉
球
の
通
事
書
『
中
國
語
會
話
文
例
集
』
の
「
曲
座
」
に

も
次
の
よ
う
な
俗
曲
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

普
救
寺
、
造
得
好
。
張
生
游
喜
、
猛
抬
頭
、
觀
見
了
一
對
□

□
女
。
象
別
寺
、
紫
竹
的
林
、
觀
音
出
滔
。
法
聰
和
尚
開
言
□
、

張
相
公
你
休
胡
言
、
前
邊
走
的
催
〔
マ
マ
〕
相
國
府
鶯
鶯
。
張

相
公
、
後
邊
走
的
是
紅
娘
姐
。

　

（
判
讀
で
き
な
い
文
字
が
含
ま
れ
る
た
め
日
本
語
譯
は
省
略
）

こ
れ
ら
の
俗
曲
も
や
は
り
『
西
廂
記
』
の
副
產
物
と
い
え
る
。
無
論
、

こ
れ
ら
の
曲
を
收
録
す
る
書
物
は
や
は
り
唐
話
學
習
の
資
料
集
の
性

㉘
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格
が
強
く
、
ま
た
曲
の
內
容
も
『
西
廂
記
』
の
物
語
の
ほ
ん
の
一
部

し
か
觸
れ
て
い
な
い
た
め
、『
珠
玉
詩
集
』
ほ
ど
物
語
性
を
持
た
な

い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
記
錄
を
通
じ
て
、『
西

廂
記
』
が
そ
の
副
產
物
に
よ
っ
て
日
本
で
流
傳
し
た
事
實
は
確
認
で

き
る
。

　

ま
た
、『
珠
玉
詩
集
』
の
作
者
と
さ
れ
る
張
楷
の
評
價
を
め
ぐ
っ

て
も
、
日
本
は
中
國
と
異
な
る
樣
相
を
呈
し
て
い
る
。
張
楷
は
人
の

眞
似
事
ば
か
り
し
て
い
る
と
し
て
中
國
で
は
頗
る
不
評
だ
っ
た
こ
と

は
す
で
に
述
べ
た
。
彼
の
作
品
も
『
列
朝
詩
集
』
に
收
錄
さ
れ
る
數

首
の
詩
を
除
け
ば
中
國
で
は
ほ
と
ん
ど
傳
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
日

本
の
室
町
時
代
に
作
ら
れ
た
抄
物
『
三
體
詩
曉
風
集
』
と
『
三
體
詩

幻
雲
抄
』
に
は
張
楷
の
「
和
唐
音
」
の
中
で
三
體
詩
に
和
し
た
作
品

が
二
十
七
首
も
抄
錄
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
張
楷
の
和
唐
詩
の
一

斑
が
窺
え
る
唯
一
の
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
楊
守
陳

（
一
四
二
五
〜
一
四
八
九
）
の
手
に
よ
る
張
楷
の
行
狀
「
南
京
右
僉
都

御
史
張
公
行
狀
」
に
は
、「
朝
鮮
、
日
本
之
使
俱
市
其
『
和
唐
音
』

以
歸
（
朝
鮮
や
日
本
の
使
者
は
み
な
彼
の
『
和
唐
音
』
を
買
っ
て
歸
る
）」

と
あ
り
、
日
本
で
の
張
楷
の
詩
の
人
氣
ぶ
り
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
和
唐
詩
を
は
じ
め
と
す
る
模
倣
作
を
大
量
に
作
っ
た
張
楷
は

中
國
で
は
貶
さ
れ
る
對
象
で
あ
っ
た
が
、
元
々
中
國
の
詩
を
模
倣
す

る
習
慣
が
あ
っ
た
日
本
で
は
そ
れ
ら
の
模
倣
作
を
含
め
、
張
楷
と
彼

の
作
品
は
必
ず
し
も
輕
視
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
あ
る
程
度
日
本

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
さ
え
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
狀
況
下
で

は
、
張
楷
の
作
と
名
乘
る
『
珠
玉
詩
集
』
が
日
本
に
お
い
て
人
氣
が

見
込
ま
れ
て
和
刻
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
も
決
し
て
不
思
議
な
こ

と
で
は
な
か
ろ
う
。

　

『
西
廂
記
』
と
『
珠
玉
詩
集
』
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
日
本

と
中
國
と
で
異
な
る
讀
ま
れ
方
を
呈
す
る
作
品
は
他
に
も
あ
る
。

樣
々
な
文
體
を
有
す
る
中
國
文
學
に
お
い
て
、
詩
と
い
う
形
式
は
日

本
で
は
と
り
わ
け
廣
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
贅
言
を
要
し
な
い

だ
ろ
う
。
中
で
も
晚
唐
胡
曾
の
「
詠
史
詩
」
や
前
述
し
た
『
三
體

詩
』
な
ど
は
、
日
本
で
は
本
場
の
中
國
以
上
の
人
氣
を
博
し
た
こ
と

も
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
詩
と
雜
劇
を
例
と
し
て
擧
げ
る

な
ら
ば
、
作
ら
れ
た
順
番
が
逆
で
あ
る
も
の
の
、
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴

妃
の
悲
戀
を
描
く
も
の
と
し
て
白
居
易
「
長
恨
歌
」
と
白
樸
「
唐
明

皇
秋
夜
梧
桐
雨
」（
以
下
「
梧
桐
雨
」）
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で

㉚
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き
る
。
中
國
で
は
、
白
樸
は
關
（
漢
卿
）・
鄭
（
光
祖
）・
白
・
馬
（
致

遠
）
と
竝
稱
さ
れ
、
元
雜
劇
の
大
家
の
一
人
と
さ
れ
、「
梧
桐
雨
」

も
「
長
恨
歌
」
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
評
價
が
な
さ
れ
て
い
た
。
一

方
、
日
本
で
は
、「
長
恨
歌
」
な
い
し
白
居
易
の
詩
作
は
平
安
時
代

以
來
一
世
を
風
靡
し
た
流
行
作
と
な
り
、『
長
恨
歌
抄
』
と
い
う
注

釋
書
ま
で
作
ら
れ
た
が
、
逆
に
雜
劇
「
梧
桐
雨
」
へ
の
言
及
は
ほ
と

ん
ど
見
當
た
ら
な
い
。
や
は
り
、
日
本
人
に
と
っ
て
、
中
國
文
學
の

中
で
と
り
わ
け
詩
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
ほ
う
が
馴
染
み
や
す
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
す
で
に
「
長
恨
歌
」
と
い
う
わ
か
り
や

す
い
詩
が
存
在
し
て
い
る
以
上
、
難
解
な
俗
語
で
書
か
れ
た
雜
劇

「
梧
桐
雨
」
は
簡
單
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
推
察
で
き
る
。

ま
た
、
日
本
人
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
物
語
を
漢
詩
に
詠

む
と
い
う
行
爲
に
つ
い
て
も
、『
源
氏
物
語
』
と
「
賦
光
源
氏
物
語

詩
」、
そ
し
て
前
掲
「
忠
臣
藏
狂
詩
集
序
」
に
言
及
さ
れ
た
『
平
家

物
語
』
と
服
部
南
郭
の
「
小
督
詞
」
の
よ
う
な
先
行
例
も
存
在
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
物
語
を
詩
で
讀
む
土
壤
が
あ
る
程
度
培
わ
れ
て
い
た

こ
と
も
、『
珠
玉
詩
集
』
が
日
本
に
お
い
て
積
極
的
に
讀
ま
れ
た
一

因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

中
國
の
書
物
を
、
敎
養
よ
り
趣
味
と
し
て
樂
し
む
た
め
に
讀
む
と

い
う
個
人
的
讀
書
の
需
要
が
す
で
に
現
れ
て
い
た
當
時
、『
西
廂

記
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
興
味
を
持
つ
日
本
人
は
き
っ
と
少
な
か
ら
ず

い
た
は
ず
で
あ
る
。
同
じ
題
材
で
異
な
る
文
體
で
書
か
れ
た
文
學
作

品
が
複
數
存
在
す
る
以
上
、
ど
れ
を
選
ん
で
讀
む
か
は
自
ず
と
問
題

と
な
っ
て
く
る
。
そ
の
際
、
雜
劇
『
西
廂
記
』
は
俗
語
が
大
量
に
含

ま
れ
る
た
め
、
日
本
人
に
と
っ
て
理
解
し
に
く
い
部
分
が
た
く
さ
ん

存
在
す
る
。
そ
こ
で
、
日
本
人
の
讀
者
に
と
っ
て
、
個
人
で
讀
む
た

め
の
わ
か
り
や
す
い
テ
キ
ス
ト
の
存
在
が
歡
迎
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
原
作
者
の
意
圖
は
と
も
か
く
、
そ
う
い
っ
た
讀
者
の
需
要
に
は

ま
さ
に
『
珠
玉
詩
集
』
が
應
え
た
の
で
、
や
が
て
『
西
廂
記
』
の
付

錄
か
ら
獨
立
し
た
和
刻
本
に
「
昇
格
」
し
て
刊
行
さ
れ
た
、
と
い
う

こ
と
が
想
像
で
き
る
。
さ
ら
に
、
和
刻
本
『
珠
玉
詩
集
』
の
付
錄
に

文
言
で
書
か
れ
た
元
稹
の
「
鶯
鶯
傳
」
や
詩
で
あ
る
李
紳
の
「
鶯
鶯

歌
」、
杜
牧
の
「
題
會
眞
詩
三
十
韻
」
な
ど
も
收
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
や
は
り
日
本
人
に
と
っ
て
は
讀
み
や
す
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
構
成
か
ら
考
え
る
と
、
江
戶
時
代
と
い
う
商
業
出
版
が

擡
頭
し
た
時
代
に
日
本
人
に
と
っ
て
も
讀
み
や
す
い
も
の
を
出
す
と

㉟

㊱

㊲
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い
う
の
が
和
刻
本
『
珠
玉
詩
集
』
の
出
版
目
的
だ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
良
く
も
悪
く
も
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
日
本
で
の
西
廂
故

事
の
流
傳
に
役
に
立
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

中
國
人
に
と
っ
て
、『
西
廂
記
』
の
物
語
を
知
り
た
い
な
ら
、
ま

ず
『
西
廂
記
』
そ
の
も
の
を
讀
む
と
い
う
の
が
當
た
り
前
の
段
取
り

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、『
西
廂
記
』
の
副
產
物
と
し
て
一
時
的
な
流

行
に
乘
じ
て
作
ら
れ
た
『
珠
玉
詩
集
』
は
中
國
で
は
長
ら
く
重
視
さ

れ
る
こ
と
も
な
く
、
の
ち
に
流
行
す
る
『
西
廂
記
』
の
テ
キ
ス
ト
で

は
棄
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
對
し
て
、
日
本
で
は
、

『
西
廂
記
』
の
和
刻
本
は
つ
い
に
は
誕
生
せ
ず
、
代
わ
り
に
『
珠
玉

詩
集
』
が
和
刻
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
西
廂
故
事
の
流
傳
に
あ
る
程

度
影
響
を
與
え
た
。
讀
書
の
傾
向
と
評
價
の
面
に
お
い
て
、
日
本
は

中
國
と
異
な
る
樣
相
を
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

俗
語
で
書
か
れ
た
『
西
廂
記
』
は
中
國
語
を
學
ぶ
敎
材
と
し
て
使
わ

れ
る
ほ
ど
當
時
の
日
本
人
に
と
っ
て
馴
染
み
に
く
い
中
國
語
の
俗
語

が
多
數
あ
る
た
め
、
相
當
讀
み
に
く
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

一
方
、
七
言
律
詩
と
い
う
日
本
人
に
と
っ
て
馴
染
み
の
深
い
文
體
で

書
か
れ
た
『
珠
玉
詩
集
』
は
、
西
廂
故
事
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め

て
お
り
、
い
わ
ば
『
西
廂
記
』
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
役
割
を
有
し
、

日
本
人
に
と
っ
て
故
事
そ
の
も
の
を
手
っ
と
り
早
く
知
る
に
は
便
利

だ
っ
た
。

　

逆
に
い
う
と
、
他
の
中
國
の
戲
曲
文
學
な
い
し
の
ち
の
『
金
甁

梅
』、『
紅
樓
夢
』
な
ど
特
定
の
作
者
が
個
人
の
力
で
書
い
た
長
編
白

話
小
說
が
『
西
廂
記
』
ほ
ど
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
物
語
の
あ

ら
す
じ
を
わ
か
り
や
す
く
傳
え
る
詩
を
は
じ
め
と
す
る
別
の
形
式
の

も
の
を
持
た
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
廣
ま
ら
な
か
っ
た
、

と
い
う
こ
と
も
一
因
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

中
國
で
生
ま
れ
た
物
語
の
中
國
と
日
本
で
の
異
な
る
讀
ま
れ
方
の

芽
生
え
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
の
中
國
文
學
の
あ
り
方
の
變
化
を
意

味
し
て
お
り
、
中
國
文
學
が
日
本
で
の
傳
わ
り
方
な
い
し
そ
れ
が
や

が
て
他
の
外
國
文
學
と
同
じ
く
い
わ
ゆ
る
世
界
文
學
の
枠
組
み
に
收

ま
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
引
き
續
き
考
察
し
た
い
。
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詩
で
讀
む
傳
奇
（
楊
）

註①　

主
な
先
行
硏
究
と
し
て
、
傳
田
章
「
遠
山
荷
塘
の
『
諺
解
校
注
古
本

西
廂
記
』」（『
外
國
語
科
硏
究
紀
要
』
二
五
卷
四
號
、
東
京
：
東
京
大

學
敎
養
學
部
外
國
語
科
、
一
九
七
七
年
、
一
～
二
四
頁
）
や
樊
可
人

「
江
戶
に
お
け
る
『
西
廂
記
』
の
傳
來
と
そ
の
受
容
に
つ
い
て
」（『
中

國
學
硏
究
論
集
』
第
三
四
號
、
東
廣
島
：
廣
島
中
國
學
學
會
、
二
〇
一

六
年
、
二
〇
～
四
〇
頁
）、
同
「
遠
山
荷
塘
『
諺
解
校
注
古
本
西
廂

記
』
の
成
立
經
緯
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
六
九
集
、
東

京
：
日
本
中
國
學
會
、
二
〇
一
七
年
、
二
四
二
～
二
五
六
頁
）
な
ど
が

擧
げ
ら
れ
る
。

②　

拙
論
「『
妙
文
』
の
『
讀
法
』：
江
戶
時
代
に
お
け
る
『
第
六
才
子

書
』
の
讀
ま
れ
方
」（『
中
國
文
學
報
』
第
九
二
册
、
京
都
大
學
文
學
部

中
國
語
學
中
國
文
學
硏
究
室
、
二
〇
一
九
年
、
六
一
〜
九
四
頁
）
を
參

照
。

③　
『
南
京
師
範
大
學
文
學
院
學
報
』
二
〇
〇
二
年
第
三
期
、
南
京
：
南

京
師
範
大
學
文
學
院
、
二
〇
〇
二
年
、
四
五
〜
五
七
頁
。

④　
『
東
方
學
』
第
百
三
十
輯
、
東
京
：
東
方
學
會
、
二
〇
一
五
年
、
五

三
〜
六
七
頁
。

⑤　
『
西
廂
記
』
の
版
本
お
よ
び
「
珠
玉
詩
集
」
の
收
錄
狀
況
に
つ
い
て

は
、
田
中
謙
二
「『
西
廂
記
』
板
本
の
硏
究
（
上
）、（
下
）」（『
田
中
謙

二
著
作
集
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
、
第
一
巻
、
一
七
三
〜
二
六

一
頁
）、
傳
田
章
『
明
刊
元
雜
劇
西
廂
記
目
錄
』（
東
京
：
東
京
大
學
東

洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
學
文
獻
セ
ン
タ
ー
刊
行
委
員
會
、
一
九
七
〇

年
）、
陳
旭
耀
『
現
存
明
刊
『
西
廂
記
』
綜
錄
』（
上
海
：
上
海
古
籍
出

版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
を
參
照
。
な
お
、
弘
治
本
は
『
新
刊
奇
妙
全
相

註
釋
西
廂
記
』（
影
印
本
、
北
京
：
商
務
印
書
館
、
一
九
五
五
年
）、
熊

龍
峰
本
・
繼
志
齋
本
は
と
も
に
國
立
公
文
書
館
藏
本
（
國
立
公
文
書
館

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）、
陳
眉
公
本
は
『
精
刊
陳
眉
公
批
西
廂
記
原

本
』（
淸
宣
統
三
年
〈
一
九
一
一
〉
上
海
國
學
扶
輪
社
石
印
本
）
を
そ

れ
ぞ
れ
使
用
し
て
確
認
し
た
。

⑥　

前
述
の
弘
治
本
か
ら
脫
落
し
た
一
首
は113

と114

の
間
に
存
在
し
た

「
法
本
送
張
生
」
で
あ
る
。

⑦　
『
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
集
』、
正
德
三
年
（
一
七
一
三
）
浪
速
書
林
醉
墨

齋
刊
本
、
東
京
大
學
東
洋
文
化
硏
究
所
漢
籍
善
本
全
文
影
像
資
料
庫
、

巻
下
、
九
葉
表
～
十
葉
裏
。
以
下
日
本
語
譯
は
特
に
說
明
が
な
い
限
り

す
べ
て
筆
者
に
よ
る
。
な
お
、
こ
の
和
刻
本
『
珠
玉
詩
集
』
は
、
長
澤

規
矩
也
編
『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』
第
一
八
輯
（
東
京
：
汲
古
書
院
、
一

九
七
七
年
）
に
も
影
印
本
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

⑧　

張
燕
瑾
［
校
注
］『
西
廂
記
』、
北
京
：
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
九

五
年
、
一
九
二
〜
一
九
三
頁
。
以
下
『
西
廂
記
』
の
日
本
語
譯
は
筆
者

に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
田
中
謙
二
譯
『
西
廂
記
』（
田
中
謙
二
・
吉

川
幸
次
郎
・
濱
一
衛
譯
『
戲
曲
集
（
上
）』、
東
京
：
平
凡
社
、
一
九
七

〇
年
、
一
〜
一
二
二
頁
）
を
適
宜
參
照
し
た
。

⑨　
『
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
集
』、
前
掲
注
⑦
、
巻
上
、
三
葉
表
〜
五
葉
表
。

⑩　

張
燕
瑾
［
校
注
］『
西
廂
記
』、
前
掲
注
⑧
、
一
〜
二
頁
。

⑪　
『
百
川
書
誌
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
諸
說
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
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羅
旭
舟
「
高
儒
生
平
家
世
與
『
百
川
書
誌
』」（『
中
國
典
籍
與
文
化
』

二
〇
一
四
年
第
三
期
、
南
京
：
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
九
六
〜

一
〇
四
頁
）
を
參
照
。

⑫　
〔
明
〕
高
儒
『
百
川
書
誌
』、
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五

年
、
巻
六
、
八
三
頁
。
た
だ
し
、『
百
川
書
誌
』
は
「『
西
廂
記
』
五
巻
、

『
錢
塘
夢
』
一
巻
、『
詩
論
』
一
巻
、『
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
』
一
卷
、

『
海
翁
詩
集
』
一
巻
、『
風
月
始
終
詩
』
一
巻
」
と
記
し
て
か
ら
、「
元

王
實
甫
著
。
餘
皆
近
世
名
人
所
作
（
元
の
王
實
甫
の
著
作
で
あ
る
。
他

は
全
部
近
頃
の
有
名
人
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
）」
と
注
記
し
て
い
る
。

『
錢
塘
夢
』
以
下
は
す
べ
て
弘
治
本
の
巻
頭
に
付
載
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
列
擧
さ
れ
る
順
番
も
弘
治
本
に
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ

こ
で
記
錄
さ
れ
る
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
單
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
弘
治
本
に
付
載
さ
れ
る
も
の
を
い
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ

る
。
無
論
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
弘
治
本
に
ま
と
め
て
收
錄
さ
れ
る
前
に

そ
れ
ぞ
れ
單
行
本
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
、

ひ
と
ま
ず
こ
こ
に
記
し
て
お
く
こ
と
に
留
め
た
い
。

⑬　
〔
淸
〕
范
邦
甸
『
天
一
閣
書
目
』、
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇

一
〇
年
、
巻
四
之
四
、
五
二
九
頁
。

⑭　
『
鼎
鐫
陳
眉
公
批
評
蒲
東
詩
』、『
精
刊
陳
眉
公
批
西
廂
記
原
本
』、
淸

宣
統
三
年
上
海
國
學
扶
輪
社
石
印
本
、
十
四
葉
表
。

⑮　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、『
西
廂
記
』
版
本
硏
究
の
専
門
家
で
あ
る
蔣

星
煜
氏
が
「
王
驥
德
校
注
『
西
廂
記
』
之
貢
獻
」（
蔣
星
煜
『
西
廂
記

的
文
獻
學
硏
究
』、
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
一
四

六
〜
一
六
六
頁
）
で
、「
十
分
値
得
注
意
的
是
萬
曆
年
間
各
種
刻
本

『
西
廂
記
』
所
濫
收
的
附
錄
、
如
小
說
『
錢
塘
夢
』、
評
論
『
秋
波
一

轉
論
』、『
松
金
釧
減
玉
肌
論
』
以
及
『
滿
庭
芳
』、『
西
廂
別
調
』
和

『
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
集
』、『
蒲
東
崔
張
海
翁
詩
集
』、『
吟
詠
風
月
始
終

詩
』
這
大
同
小
異
而
又
比
較
庸
俗
的
三
組
詩
歌
、
顧
本
未
收
、『
新
校

注
古
本
西
廂
記
』
也
未
收
（
特
に
注
意
に
値
す
る
の
は
、
萬
曆
年
間
の

各
種
『
西
廂
記
』
刊
本
に
恣
意
的
に
收
錄
さ
れ
た
付
錄
、
例
え
ば
小
說

『
錢
塘
夢
』、
評
論
『
秋
波
一
轉
論
』、『
松
金
釧
減
玉
肌
論
』
お
よ
び

『
滿
庭
芳
』、『
西
廂
別
調
』
と
『
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
集
』、『
蒲
東
崔
張

海
翁
詩
集
』、『
吟
詠
風
月
始
終
詩
』
の
三
つ
の
大
同
小
異
か
つ
比
較
的

低
俗
な
詩
集
は
、
顧
本
（
引
用
者
注
：
王
驥
德
本
が
參
照
し
た
顧
玄
緯

本
の
こ
と
を
指
す
。
現
在
は
散
佚
）
に
は
收
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、『
新

校
注
古
本
西
廂
記
』
に
も
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
）」（
一
五
五
頁
）
と
、『
珠
玉
詩
集
』
を
含
む
雜
多
な
付
錄
を
「
大

同
小
異
か
つ
比
較
的
低
俗
」
と
批
判
す
る
。
近
代
に
な
っ
て
も
こ
れ
ら

の
付
錄
類
に
對
す
る
批
判
は
な
お
主
流
を
占
め
る
と
い
え
よ
う
。

⑯　

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ト
ッ
ド
・
ロ
イ
（D

avid T
od Roy

）
氏
が
英
譯

『
金
甁
梅
詞
話
』
の
第
四
册
（T

he Plum
 in the G

olden V
ase, 

or, Chin P'ing M
ei, V

olum
e Four: T

he Clim
ax, Princeton 

U
niversity Press, 2011

）
の
注
釋
に
お
い
て
、『
珠
玉
詩
集
』
と
類

似
し
た
表
現
を
計
四
箇
所
指
摘
し
て
い
る
。
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

こ
の
四
箇
所
を
含
む
文
章
は
の
ち
の
『
新
刻
繡
像
批
評
金
甁
梅
』
で
は

す
べ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。
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詩
で
讀
む
傳
奇
（
楊
）

⑰　
〔
淸
〕
錢
謙
益
［
輯
］『
列
朝
詩
集
』、
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇

七
年
、
乙
集
第
五
、
二
四
一
二
頁
。

⑱　

竹
村
則
行
「
弘
治
本
『
西
廂
記
』
に
付
載
す
る
明
・
張
楷
『
蒲
東
崔

張
珠
玉
詩
集
』
に
つ
い
て
」（
前
掲
注
④
）
で
は
、
同
じ
く
第
一
一
五

首
が
脫
落
し
た
の
を
根
據
に
「
和
刻
『
珠
玉
詩
集
』
が
余
瀘
東
本
『
西

廂
記
』（
引
用
者
注
：
本
稿
で
い
う
熊
龍
峰
本
の
こ
と
を
指
す
）
に
付

載
す
る
『
珠
玉
詩
集
』
を
底
本
と
し
て
用
い
た
可
能
性
が
高
い
」
と
し

て
い
る
が
、
中
國
で
影
印
さ
れ
た
和
刻
本
『
珠
玉
詩
集
』（
金
程
宇
編

『
和
刻
本
中
國
古
逸
書
叢
刊
』
五
九
、
南
京
：
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一

二
年
）
の
解
題
で
は
「
此
覆
淸
單
刻
本
、
中
土
未
見
流
傳
（
こ
の
本
は

淸
代
の
單
行
本
を
覆
刻
し
た
も
の
だ
が
、
中
國
で
は
そ
の
流
布
は
確
認

で
き
な
い
）」
と
あ
る
。
和
刻
本
と
熊
龍
峰
本
は
確
か
に
字
句
の
一
致

率
が
高
い
が
、
や
は
り
異
同
は
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
序
文
の
存
在
も
倂

せ
て
考
え
る
と
、
本
稿
で
は
後
者
の
說
に
從
い
た
い
。

⑲　
『
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
集
』、
前
掲
注
⑦
、
巻
上
。

⑳　
『
忠
臣
藏
狂
詩
集
序
』、『
半
可
山
人
詩
鈔
』、
天
保
九
年
（
一
八
三

八
）
刊
本
、
京
都
大
學
文
學
硏
究
科
圖
書
館
藏
本
、
一
葉
表
〜
二
葉
表
。

㉑　

日
野
龍
夫
・
高
橋
圭
一
［
編
］『『
太
平
樂
府
』
他
：
江
戶
狂
詩
の
世

界
』（
東
京
：
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
）
に
『
半
可
山
人
詩
鈔
』
が
收

錄
さ
れ
て
い
る
が
、「
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
」
に
つ
い
て
注
釋
で
「
南
戲

の
臺
本
（
讀
物
と
し
て
出
版
も
さ
れ
た
）
で
は
、『
西
廂
記
』
に
限
ら

ず
、
各
齣
（
章
段
）
の
最
後
に
そ
の
齣
の
內
容
を
要
約
し
た
詩
が
付
せ

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
詩
だ
け
を
順
次
讀
め
ば
、
作
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

ほ
ぼ
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
い
う
珠
玉
の
詩
は
、
そ
の
各
齣

の
要
約
の
詩
を
指
す
」
と
述
べ
る
が
（
二
六
〇
頁
）、
お
そ
ら
く
事
実

誤
認
で
あ
ろ
う
。

㉒　

大
田
南
畝
『
一
話
一
言
』、『
日
本
随
筆
大
成
』
別
巻
六
、
東
京
：
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
、
二
四
二
頁
。

㉓　
『
秘
戲
艶
說
筑
紫
琴
』、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
刊
本
、
立
命
館
大

學
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
一
葉
表
〜

二
葉
裏
。

㉔　
『
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
集
』、
前
掲
注
⑦
、
巻
下
、
二
葉
裏
。

㉕　

前
掲
注
⑤
で
筆
者
が
確
認
し
た
諸
本
お
よ
び
陳
旭
耀
『
現
存
明
刊

『
西
廂
記
』
綜
錄
』（
前
掲
注
⑤
）
の
付
錄
所
收
。
同
氏
が
繼
志
齋
本

を
底
本
に
校
勘
、
整
理
し
た
『
珠
玉
詩
集
』
で
は
こ
の
詩
に
關
し
て
は

い
ず
れ
も
異
同
が
見
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
「
題
『
秘
戲
艷
說
筑
紫

琴
』」
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。

㉖　

拙
論
「『
妙
文
』
の
『
讀
法
』：
江
戶
時
代
に
お
け
る
『
第
六
才
子

書
』
の
讀
ま
れ
方
」（
前
掲
注
②
）
を
參
照
。

㉗　

靑
木
正
兒
「
遠
山
荷
塘
が
傳
の
箋
」（『
靑
木
正
兒
全
集
』
第
二
卷
、

東
京
：
春
秋
社
、
一
九
六
九
年
、
二
八
七
〜
二
九
三
頁
。
初
出
は
一
九

二
二
年
九
月
）、
二
八
八
～
二
八
九
頁
。
靑
木
氏
に
よ
れ
ば
、「
善
庵
の

集
『
我
樂
堂
〔
マ
マ
〕
遺
稿
四
巻
』
は
未
刊
の
稿
本
に
し
て
轉
寫
流
布

も
極
め
て
稀
な
れ
ど
、
東
京
帝
國
大
學
附
属
圖
書
館
に
中
根
香
亭
旧
藏

の
鈔
本
一
部
あ
り
、
荷
塘
が
傳
碑
の
文
は
載
せ
て
第
三
巻
に
あ
り
、
之

を
以
て
か
の
隅
田
長
命
寺
な
る
碑
石
の
文
と
校
す
る
に
一
字
の
出
入
な



中
国
文
学
報
　
第
九
十
四
册

─ 30 ─

し
」
と
い
う
。
筆
者
は
の
ち
に
刊
行
さ
れ
た
『
樂
我
室
遺
稿
』（『
崇
文

叢
書
』
第
二
輯
之
五
二
、
東
京
：
崇
文
院
、
一
九
三
二
年
）
の
該
當
箇

所
（
巻
三
、
四
十
九
葉
裏
〜
五
十
葉
表
）
と
對
校
を
行
っ
た
が
、
異
同

は
特
に
見
當
た
ら
な
い
。

㉘　

岡
島
冠
山
『
唐
話
纂
要
』、『
唐
話
辭
書
類
集
』
第
五
集
、
東
京
：
汲

古
書
院
、
一
九
六
九
年
、
巻
五
、
二
二
六
〜
二
二
八
頁
。

㉙　

內
田
慶
市
［
編
著
］『
關
西
大
學
長
澤
文
庫
藏
琉
球
官
話
課
本
集
』、

吹
田
：
關
西
大
學
出
版
部
、
三
五
四
頁
。

㉚　

こ
れ
ら
の
俗
曲
に
つ
い
て
の
硏
究
と
し
て
、
中
尾
友
香
梨
『
江
戶
文

人
と
明
淸
樂
』（
東
京
：
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
や
樊
可
人
「
明

淸
樂
か
ら
見
る
江
戶
時
代
の
『
西
廂
記
』
故
事
の
受
容
に
つ
い
て
」

（『
中
國
中
世
文
學
硏
究
』
第
六
九
卷
、
東
廣
島
：
廣
島
大
學
文
學
部

中
國
中
世
文
學
硏
究
會
、
二
〇
一
七
年
、
八
〇
～
九
三
頁
）、
范
常
喜

「
琉
球
官
話
課
本
『
中
國
語
會
話
文
例
集
』
所
存
「
曲
座
」
資
料
述

略
」（『
文
化
遺
產
』
二
〇
一
九
年
第
二
期
、
廣
州
：『
文
化
遺
產
』
編

輯
部
、
四
九
〜
五
三
頁
）
な
ど
に
言
及
が
あ
る
。

㉛　

査
屛
球
「
唐
音
的
回
聲
：
元
明
「
和
唐
詩
風
」
源
流
考
析
」（『
中
國

文
學
研
究
』
第
十
九
輯
、
上
海
：
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、

七
五
〜
八
八
頁
）
を
參
照
。

㉜　
『
楊
文
懿
公
文
集
』、
明
弘
治
十
二
年
（
一
四
九
九
）
刊
本
、
巻
七
、

十
七
葉
裏
。

㉝　

江
靜
「
張
楷
與
日
本
寶
德
三
年
遣
明
使
」（
王
寶
平
編
：『
中
日
文
化

交
流
史
硏
究
』、
上
海
：
上
海
辭
書
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
五
一
〜

六
六
頁
）
を
參
照
。

㉞　
『
三
體
詩
』
に
つ
い
て
は
前
述
の
『
三
體
詩
曉
風
集
』
や
『
三
體
詩

幻
雲
抄
』
な
ど
の
抄
物
が
あ
る
。
胡
曾
「
詠
史
詩
」
に
つ
い
て
も
日
本

で
は
『
胡
曾
詩
抄
』
と
い
う
注
釋
書
が
作
ら
れ
、
か
な
り
緻
密
に
讀
ま

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

㉟　

金
文
京
「
白
仁
甫
の
文
學
」（『
中
國
文
學
報
』
第
二
六
册
、
京
都
：

京
都
大
學
文
學
部
中
國
語
學
中
國
文
學
硏
究
室
、
一
九
七
六
年
、
一
〜

四
三
頁
）
を
參
照
。

㊱　

緒
方
惟
精
「
賦
光
源
氏
物
語
詩
に
つ
い
て
」（『
文
化
科
學
紀
要
』
第

三
号
、
千
葉
：
千
葉
大
學
文
理
學
部
、
一
九
六
一
年
、
三
九
〜
六
四

頁
）
を
參
照
。

㊲　

宮
﨑
修
多
「
服
部
南
郭
の
白
詩
受
容
に
つ
い
て
」（『
成
城
國
文
學
論

集
』
第
四
一
号
、
東
京
：
成
城
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
、
二
〇
一
九

年
、
二
七
〜
四
七
頁
）
を
參
照
。


